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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器であって、
　基地局によって送信された制御メッセージを受信するよう構成されたメッセージ受信ユ
ニットであって、前記制御メッセージは前記ユーザ機器と前記基地局との間で伝送される
データに対応する伝送時間間隔(TTI)長を判断するために使われる、前記メッセージ受信
ユニットと、
　前記制御メッセージに従って前記ユーザ機器と前記基地局との間で伝送される前記デー
タに対応する前記TTI長を判断するよう構成された長さ判断ユニットと、
　前記TTI長に従って前記基地局との前記データの伝送を遂行するよう構成されたデータ
伝送ユニットと
　を含み、
　前記ユーザ機器は、
　前記TTI長に従って前記データの送受ルールを判断するよう構成されたルール判断ユニ
ットをさらに含み、様々なTTI長は様々な送受ルールに対応し、前記送受ルールは送信ま
たは受信時のサービスデータおよびフィードバック情報に対応するリソースとデータ伝送
時間系列関係とを含み、
　前記データ伝送ユニットは、
　前記ユーザ機器により、前記判断された送受ルールに従って前記データを送受するよう
さらに構成される、ユーザ機器。
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【請求項２】
　前記ユーザ機器は、
　前記ユーザ機器によって最後に伝送されたデータに対応するTTI長が変わるか否かを判
断し、これが是である場合に、HARQバッファを空にするよう構成されたバッファ空化ユニ
ットをさらに含む、請求項1に記載のユーザ機器。
【請求項３】
　前記ユーザ機器は、
　フィードバック情報を伝送するためのフィードバックリソースを判断するよう構成され
たフィードバックリソース判断ユニットをさらに含み、様々なTTI長に対応するフィード
バック情報は様々なフィードバックリソースを使用し、前記フィードバックリソースは前
記フィードバックリソースに対応する各TTI長に存在し、前記フィードバックリソースはP
HICHチャネルリソースと、データを伝送するためのPRB番号と、データを伝送するための
フレーム番号またはサブフレーム番号とを含む、請求項1に記載のユーザ機器。
【請求項４】
　前記ユーザ機器は、
　前記判断されたTTI長に対応するフィードバックリソースを使って前記基地局へチャネ
ル品質指標CQIをフィードバックするよう構成された第1の符号化ユニットをさらに含み、
それぞれのTTIで前記CQIに対し個別の符号化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレー
ムに含まれるTTIで前記CQIに対し合同の符号化が遂行される、請求項3に記載のユーザ機
器。
【請求項５】
　前記ユーザ機器は、
　前記判断されたTTI長に対応するフィードバックリソースを使ってダウンリンクデータ
のアップリンクフィードバック情報を前記基地局へ送信するよう構成された第2の符号化
ユニットをさらに含み、それぞれのTTIで前記アップリンクフィードバック情報に対し個
別の符号化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれるTTIで前記アップリ
ンクフィードバック情報に対し合同の符号化が遂行される、請求項3に記載のユーザ機器
。
【請求項６】
　データ伝送方法であって、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された制御メッセージを受信するステップであ
って、前記制御メッセージは前記ユーザ機器と前記基地局との間で伝送されるデータに対
応する伝送時間間隔(TTI)長を判断するために使われる、受信する前記ステップと、
　前記ユーザ機器により、前記制御メッセージに従って前記ユーザ機器と前記基地局との
間で伝送される前記データに対応する前記TTI長を判断するステップと、
　前記ユーザ機器により、前記TTI長に従って前記基地局との前記データの伝送を遂行す
るステップと
　を含み、
　前記ユーザ機器により、前記TTI長に従って前記基地局との前記データの伝送を遂行す
る前記ステップの前に、前記方法は、
　前記TTI長に従って前記データの送受ルールを判断するステップを含み、様々なTTI長は
様々な送受ルールに対応し、前記送受ルールは送信または受信時のサービスデータおよび
フィードバック情報に対応するリソースとデータ伝送時間系列関係とを含み、
　前記ユーザ機器により、前記TTI長に従って前記基地局との前記データの伝送を遂行す
る前記ステップは、
　前記ユーザ機器により、前記判断された送受ルールに従って前記データを送受するステ
ップを含む、データ伝送方法。
【請求項７】
　前記判断された送受ルールに従って前記データを送受する前記ステップの前に、前記方
法は、
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　前記ユーザ機器により、前記ユーザ機器によって最後に伝送されたデータに対応するTT
I長が変わるか否かを判断するステップと、これが是である場合に、HARQバッファを空に
するステップと、その後前記判断された送受ルールに従って前記データを送受する前記ス
テップを遂行するステップとを含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記データの伝送がフィードバック情報の伝送である場合、前記判断された送受ルール
に従って前記データを送受する前記ステップの前に、前記方法は、
　前記フィードバック情報を伝送するためのフィードバックリソースを判断するステップ
を含み、様々なTTI長に対応するフィードバック情報は様々なフィードバックリソースを
使用し、前記フィードバックリソースは前記フィードバックリソースに対応する各TTI長
に存在し、前記フィードバックリソースはPHICHチャネルリソースと、データを伝送する
ためのPRB番号と、データを伝送するためのフレーム番号またはサブフレーム番号とを含
む、請求項6に記載の方法。
【請求項９】
　前記フィードバック情報を伝送するためのフィードバックリソースを判断する前記ステ
ップの後に、前記方法は、
　前記ユーザ機器により、前記判断されたTTI長に対応するフィードバックリソースを使
って前記基地局へチャネル品質指標CQIをフィードバックするステップをさらに含み、そ
れぞれのTTIで前記CQIに対し個別の符号化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレーム
に含まれるTTIで前記CQIに対し合同の符号化が遂行される、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記フィードバック情報を伝送するためのフィードバックリソースを判断する前記ステ
ップの後に、前記方法は、
　前記ユーザ機器により、前記判断されたTTI長に対応するフィードバックリソースを使
ってダウンリンクデータのアップリンクフィードバック情報を前記基地局へ送信するステ
ップをさらに含み、それぞれのTTIで前記アップリンクフィードバック情報に対し個別の
符号化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれるTTIで前記アップリンク
フィードバック情報に対し合同の符号化が遂行される、請求項8に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は参照により全文が本願に援用される2014年8月26日に中国特許庁に出願された「
データ伝送方法、ユーザ機器、および基地局」と題する中国特許出願第201410425845．5
号の優先権を主張するものである。
【０００２】
　本発明は通信分野に関し、具体的にはデータ伝送方法、ユーザ機器、および基地局に関
する。
【背景技術】
【０００３】
　将来の5G（第5世代通信）技術ではエアインターフェース技術・応用の絶え間ない拡大
にともない遅延の低減が主要な性能指標になっている。例えばReal－time remote comput
ing for mobile terminals（モバイル端末のリアルタイム遠隔監視）のエンドツーエンド
遅延には10ms未満が要求され、Traffic efficieny and safety（トラフィック効率・安全
）の遅延には5msが要求されている。しかし現在のロングタームエボリューション（LTE、
Long Term Evolution）では伝送時間間隔（TTI、transmission time interval）の長さが
1msであり、往復時間（RTT、Round－Trip Time）の長さが8msであるため、再伝送のたび
に8msの遅延が生じる。アップリンク伝送の所要時間を下表に示す。
【０００４】
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【表１】

【０００５】
　ダウンリンク伝送で必要となる遅延はアップリンク伝送のそれとほぼ同じである。伝送
時間はTTIと処理時間とを主に含むため、遅延を減らす必要がある場合は、TTIかRTTの短
縮が重要な技術となることが上記の表から分かるであろう。
【０００６】
　ネットワーク側と端末側のハードウェア装置のアップグレードと改良により、ネットワ
ークと端末との間でデータを伝送する処理時間は低減されており、RTTも低減されている
。
【０００７】
　長さがより短い新たなRTTやTTIが追加されている。ただし先行技術には2種類のRTT長や
TTI長を区別する通信メカニズムがないため、衝突が容易く生じる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施形態は、異なる処理遅延シナリオが共存するデータ伝送過程で衝突問題を
解決するデータ伝送方法、ユーザ機器、および基地局を提供する。
【０００９】
　本発明の実施形態の第1の態様はユーザ機器を提供し、ユーザ機器は、
　基地局によって送信された制御メッセージを受信するよう構成された受信ユニットであ
って、制御メッセージはユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するRTT長
を判断するために使われる、受信ユニットと、
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　制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応する往復
時間RTT長を判断するよう構成された判断ユニットと、
　RTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するよう構成された伝送ユニットと
　を含む。
【００１０】
　第1の態様の第1の可能な実装様態において、受信ユニットは、
　基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第1
の制御メッセージはデータ伝送のための対応するRTT長を指示するために使われ、
　判断ユニットは、
　第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するRTT長を判断するよう具体的
に構成される。
【００１１】
　第1の態様の第2の可能な実装様態において、受信ユニットは、
　基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第2
の制御メッセージはRTT識別子に対応するRTT長を通知するために使われ、尚且つ受信ユニ
ットは、
　基地局によって送信された第3の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第3
の制御メッセージはRTT識別子を含み、RTT識別子はデータ伝送のための対応するRTT長を
指示するために使われ、
　判断ユニットは、
　RTT識別子に従ってデータ伝送のための対応するRTT長を判断するよう具体的に構成され
る。
【００１２】
　第1の態様の第3の可能な実装様態において、受信ユニットは、
　基地局によって送信された第4の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第4
の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するRTT長を通知するために使われ、尚
且つ受信ユニットは
　基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第5
の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はRTT長に対応し、
　判断ユニットは、
　第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行し、尚且つ第4の制御メッセージ
に対しRNTIデスクランブルを遂行する様態に従ってデータ伝送のための対応するRTT長を
判断するよう具体的に構成される。
【００１３】
　第1の態様の第4の可能な実装様態において、受信ユニットは、
　基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第6
の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するRTT長を通知するために使われ、尚
且つ受信ユニットは、
　制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセージを受信するよう
具体的に構成され、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様
々なタイプは様々なRTT長に対応し、
　判断ユニットは、
　第7の制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデータ伝送のための対
応するRTT長を判断するよう具体的に構成される。
【００１４】
　第1の態様、または第1の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第1の態様の第5の可能な実装様態において、制御メッセージは上位層シグナリングか物理
層シグナリングを用いて基地局によって送信される。
【００１５】
　第1の態様、または第1の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
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送されるべきデータのタイプを使用することを指図するためにさらに使われる。
【００１６】
　第1の態様、または第1の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第1の態様の第7の可能な実装様態において、ユーザ機器は、
　RTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するためのリソースを判断するよう構成さ
れたリソース判断ユニットをさらに含み、ユーザ機器と基地局は様々なリソースを使って
様々なRTT長に対応するデータを互いに伝送し、
　伝送ユニットは、
　ユーザ機器により、リソースを使って基地局とのデータ伝送を遂行するよう具体的に構
成される。
【００１７】
　第1の態様の第7の可能な実装様態を参照し、第1の態様の第8の可能な実装様態において
、リソース判断ユニットは、
　データの伝送がフィードバック情報の伝送である場合に、フィードバック情報の伝送に
使われるリソースを計算する際に、RTT識別子によって指示されるRTT長に従って、RTT長
に対応するオフセットを加えるよう具体的に構成される。
【００１８】
　第1の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第1の態様の第9の可能な実装様態において
、オフセットは上位層シグナリングを用いて基地局によって通知され、あるいは物理層シ
グナリングメッセージの中で設定される。
【００１９】
　第1の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第1の態様の第10の可能な実装様態におい
て、リソース判断ユニットは、フィードバック情報の伝送がダウンリンクデータのアップ
リンクフィードバックである場合に、ユーザ機器により、フィードバックの周波数領域リ
ソースが次式を満たすことを判断するよう具体的に構成され、ここで
【数１】

はポート0に対応する周波数領域リソース位置であり、
【数２】

はポート1に対応する周波数領域リソース位置であり、
　伝送にPDCCHが使われる場合は式1および式2が満たされ、
式1：
【数３】

および
式2：



(7) JP 6440827 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

【数４】

ここで
　nCCEはダウンリンクデータをスケジュールするダウンリンクデータのスケジューリング
コマンドによって占められる物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHの最低の、最高の、ま
たは特定の制御チャネル要素CCE位置であり、

【数５】

は物理アップリンク制御チャネルPUCCHの周波数領域開始位置であり、offsetはオフセッ
トであって整数であり、あるいは
　EPDCCHが使われ、尚且つEPDCCH伝送が分散伝送である場合は、式3および式4が満たされ
、
式3：

【数６】

および
式4：
【数７】

あるいは
　EPDCCHが使われ、尚且つEPDCCH伝送が集中伝送である場合は、式5および式6が満たされ
、
式5：
【数８】

および
式6：
【数９】

ここで
　nECCE，qはダウンリンクデータをスケジュールするダウンリンクデータのスケジューリ
ングコマンドによって占められる改良物理ダウンリンク制御チャネルEPDCCHによって使わ
れるEPDCCH－PRB－set qの最低の、最高の、または特定の制御チャネル要素CCE位置であ
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り、
【数１０】

は上位層シグナリングを用いて設定されるパラメータであり、ΔARQは物理層制御シグナ
リングを用いて通知されるパラメータであり、

【数１１】

はEPDCCH－PRB－set qにおける各PRBのCCEの数量であり、n’はアンテナポートによって
判断され、offsetはオフセットであって整数である。
【００２０】
　第1の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第1の態様の第11の可能な実装様態におい
て、リソース判断ユニットは、フィードバック情報の伝送がアップリンクデータのダウン
リンクフィードバックである場合に、ユーザ機器により、フィードバックのリソース

【数１２】

が式7および式8を満たすことを判断するよう具体的に構成され、ここで
【数１３】

は物理的ハイブリッド自動再送要求指示チャネルPHICHのグループ番号であり、
【数１４】

はグループ番号に対応するグループにおける直交シーケンス番号であり、
式7は
【数１５】

であり
式8は
【数１６】

であり、ここで
　nDMRSは最近のPDCCHでアップリンクDCIを用いて指示される復調参照信号DMRS領域の循
環シフトマッピングであり、
【数１７】
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はPHICHの拡散因子であり、
　IPRB＿RAは第1のコードワードがアップリンクDCIによって指示されるPUSCHの最も低いP
RBインデックスであることと、第2のコードワードがアップリンクDCIによって指示される
PUSCHの最も低いPRBインデックス＋1であることとを示し、
【数１８】

はPHICHのgroup量であり、
　Ngroup1はオフセットである。
【００２１】
　本発明の実施形態の第2の態様はユーザ機器を提供し、ユーザ機器は、
　基地局によって送信された制御メッセージを受信するよう構成されたメッセージ受信ユ
ニットであって、制御メッセージはユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応
するTTI長を判断するために使われる、メッセージ受信ユニットと、
　制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するTTI
長を判断するよう構成された長さ判断ユニットと、
　TTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するよう構成されたデータ伝送ユニットと
　を含む。
【００２２】
　第2の態様の第1の可能な実装様態において、
　メッセージ受信ユニットは、
　基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第1
の制御メッセージはデータ伝送のための対応するTTI長を指示するために使われ、
　長さ判断ユニットは、
　第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するTTI長を判断するよう具体的
に構成される。
【００２３】
　第2の態様の第2の可能な実装様態において、
　メッセージ受信ユニットは、
　基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第2
の制御メッセージは伝送時間間隔TTI識別子に対応するTTI長を通知するために使われ、尚
且つメッセージ受信ユニットは、
　基地局によって送信された第3の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第3
の制御メッセージはTTI識別子を含むダウンリンク制御情報であり、TTI識別子はデータ伝
送のための対応するTTI長を指示するために使われ、
　長さ判断ユニットは、
　TTI識別子に従ってデータ伝送のための対応するTTI長を判断するよう具体的に構成され
る。
【００２４】
　第2の態様の第3の可能な実装様態において、
　メッセージ受信ユニットは、
　上位層シグナリングを用いて基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信す
るよう具体的に構成され、第4の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するTTI長
を通知するために使われ、尚且つメッセージ受信ユニットは、
　物理層シグナリングを用いて基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信す
るよう具体的に構成され、第5の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はTTI長に対応し
、
　長さ判断ユニットは、
　第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行し、尚且つ第4の制御メッセージ
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に対しRNTIデスクランブルを遂行する様態に従ってデータ伝送のための対応するTTI長を
判断するよう具体的に構成される。
【００２５】
　第2の態様の第4の可能な実装様態において、
　メッセージ受信ユニットは、
　基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第6
の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するTTI長を通知するために使われ、尚
且つメッセージ受信ユニットは、
　制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセージを受信するよう
具体的に構成され、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様
々なタイプは様々なTTI長に対応し、
　長さ判断ユニットは、
　第7の制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデータ伝送のための対
応するTTI長を判断するよう具体的に構成される。
【００２６】
　第2の態様、または第2の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第2の態様の第5の可能な実装様態において、制御メッセージは上位層シグナリングか物理
層シグナリングを用いて基地局によって送信される。
【００２７】
　第2の態様、または第2の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第2の態様の第6の可能な実装様態において、制御メッセージはTTI長に対応する伝送され
るべきデータのタイプを使用することを指図するためにさらに使われる。
【００２８】
　第2の態様、または第2の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第2の態様の第7の可能な実装様態において、メッセージ受信ユニットは、
　ユーザ機器により、基地局によって送信されたTTI設定パラメータを受信するようさら
に構成され、TTI設定パラメータは、DCIスクランブル様態、TTI長タイプの指示情報、TTI
に対応する測定用参照信号SRS設定パラメータ、TTIを使用するためのDM－RS設定情報、TT
Iを使用するためのSR設定情報、TTIを使用するためのフィードバックリソース設定情報、
TTIを使用するためのフィードバックルール設定情報、TTIを使用するためのPDCCHリソー
ス位置情報、TTIを使用するためのトランスポートブロックサイズTBS表設定情報、TTIを
使用するためのリソーススケジューリング粒度情報、またはTTIを使用するためのEPDCCH
リソース位置情報のいずれか1つ、または少なくとも2つの組み合わせを含む。
【００２９】
　第2の態様、または第2の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第2の態様の第8の可能な実装様態において、ユーザ機器は、
　TTI長に従ってデータの送受ルールを判断するよう構成されたルール判断ユニットをさ
らに含み、様々なTTI長は様々な送受ルールに対応し、送受ルールは送信または受信時の
サービスデータおよびフィードバック情報に対応するリソースとデータ伝送時間系列関係
とを含み、
　データ伝送ユニットは、
　ユーザ機器により、判断された送受ルールに従ってデータを送受するようさらに構成さ
れる。
【００３０】
　第2の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第2の態様の第9の可能な実装様態において
、ユーザ機器は、
　ユーザ機器によって最後に伝送されたデータに対応するTTI長が変わるか否かを判断し
、これが是である場合に、HARQバッファを空にし、尚且つその後判断された送受ルールに
従ってデータを送受するステップを遂行するよう構成されたバッファ空化ユニットをさら
に含む。
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【００３１】
　第2の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第2の態様の第10の可能な実装様態におい
て、ユーザ機器は、
　フィードバック情報を伝送するためのフィードバックリソースを判断するよう構成され
たフィードバックリソース判断ユニットをさらに含み、様々なTTI長に対応するフィード
バック情報は様々なフィードバックリソースを使用し、フィードバックリソースはフィー
ドバックリソースに対応する各TTI長に存在し、フィードバックリソースはPHICHチャネル
リソースと、データを伝送するためのPRB番号と、データを伝送するためのフレーム番号
またはサブフレーム番号とを含む。
【００３２】
　第2の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第2の態様の第11の可能な実装様態におい
て、ユーザ機器は、
　判断されたTTI長に対応するフィードバックリソースを使って基地局へチャネル品質指
標CQIをフィードバックするよう構成された第1の符号化ユニットをさらに含み、それぞれ
のTTIでCQIに対し個別の符号化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれる
TTIでCQIに対し合同の符号化が遂行される。
【００３３】
　第2の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第2の態様の第12の可能な実装様態におい
て、ユーザ機器は、
　判断されたTTI長に対応するフィードバックリソースを使ってダウンリンクデータのア
ップリンクフィードバック情報を基地局へ送信するよう構成された第2の符号化ユニット
をさらに含み、それぞれのTTIでアップリンクフィードバック情報に対し個別の符号化が
遂行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれるTTIでアップリンクフィードバッ
ク情報に対し合同の符号化が遂行される。
【００３４】
　本発明の実施形態の第3の態様はユーザ機器を提供し、ユーザ機器は、
　基地局によって送信されたブロードキャストメッセージを受信するよう構成されたブロ
ードキャスト受信ユニットであって、ブロードキャストメッセージは第2のTTIに対応する
ランダムアクセスチャネルRACHリソースとプリアンブルpreambleとを含み、第2のTTIはTT
I長の1タイプであり、第1のTTIと第2のTTIとがあり、第1のTTIは第2のTTIより大きい、ブ
ロードキャスト受信ユニットと、
　ユーザ機器が第2のTTIをサポートする場合に、第2のTTIに対応するRACHリソースとprea
mbleとを使ってランダムアクセスを遂行するよう構成されたアクセスユニットと
　を含む。
【００３５】
　本発明の実施形態の第4の態様は基地局を提供し、基地局は、
　ユーザ機器へ制御メッセージを送信するよう構成された送信ユニットを含み、制御メッ
セージはユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するRTT長を判断するため
に使われ、ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【００３６】
　第4の態様の第1の可能な実装様態を参照し、制御メッセージは第1の制御メッセージを
含み、第1の制御メッセージはデータ伝送のための対応するRTT長を指示するために使われ
る。
【００３７】
　第4の態様の第2の可能な実装様態において、制御メッセージは、
　第2の制御メッセージと第3の制御メッセージとを含み、
　第2の制御メッセージは往復時間RTT識別子に対応するRTT長を通知するために使われ、
第3の制御メッセージはRTT識別子を含み、RTT識別子はデータ伝送のための対応するRTT長
を指示するために使われる。
【００３８】
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　第4の態様の第3の可能な実装様態において、制御メッセージは、
　第4の制御メッセージと第5の制御メッセージとを含み、
　第4の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するRTT長を通知するために使われ
、第5の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はRTT長に対応する。
【００３９】
　第4の態様の第4の可能な実装様態において、制御メッセージは、
　第6の制御メッセージと第7の制御メッセージとを含み、
　第6の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するRTT長を通知するために使われ
、第7の制御メッセージは様々な制御チャネルを用いて送信される制御メッセージであり
、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様々なタイプは様々
なRTT長に対応する。
【００４０】
　第4の態様、または第4の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第4の態様の第5の可能な実装様態において、制御メッセージは上位層シグナリングか物理
層シグナリングを用いて基地局によって送信される。
【００４１】
　第4の態様、または第4の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第4の態様の第6の可能な実装様態において、制御メッセージはRTT長に個別に対応する伝
送されるべきデータのタイプを使用することを指図するためにさらに使われる。
【００４２】
　本発明の実施形態の第5の態様は基地局を提供し、基地局は、
　ユーザ機器へ制御メッセージを送信するよう構成されたメッセージ送信ユニットを含み
、制御メッセージはユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するTTI長を判
断するために使われ、ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【００４３】
　第5の態様の第1の可能な実装様態において、制御メッセージは第1の制御メッセージを
含み、第1の制御メッセージはデータ伝送のための対応するTTI長を指示するために使われ
る。
【００４４】
　第5の態様の第2の可能な実装様態において、制御メッセージは、
　第2の制御メッセージと第3の制御メッセージとを含み、
　第2の制御メッセージはTTI識別子に対応するTTI長を通知するために使われ、第3の制御
メッセージはTTI識別子を含み、TTI識別子はデータ伝送のための対応するTTI長を指示す
るために使われる。
【００４５】
　第5の態様の第3の可能な実装様態において、制御メッセージは、
　第4の制御メッセージと第5の制御メッセージとを含み、
　第4の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するTTI長を通知するために使われ
、第5の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はTTI長に対応する。
【００４６】
　第5の態様の第4の可能な実装様態において、制御メッセージは、
　第6の制御メッセージと第7の制御メッセージとを含み、
　第6の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するRTT長を通知するために使われ
、第7の制御メッセージは様々な制御チャネルを用いて送信される制御メッセージであり
、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様々なタイプは様々
なTTI長に対応する。
【００４７】
　第5の態様、または第5の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第5の態様の第5の可能な実装様態において、制御メッセージは上位層シグナリングか物理
層シグナリングを用いて基地局によって送信される。
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【００４８】
　第5の態様、または第5の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第5の態様の第6の可能な実装様態において、制御メッセージは様々なTTI長に個別に対応
する伝送されるべきデータのタイプを使用することを指図するためにさらに使われる。
【００４９】
　本発明の実施形態の第6の態様は基地局を提供し、基地局は、
　ユーザ機器へブロードキャストメッセージを送信するよう構成されたブロードキャスト
メッセージ送信ユニットを含み、これに応じてユーザ機器はブロードキャストメッセージ
内のTTI長とユーザ機器のTTI能力とに従って対応するRACHリソースと対応するpreambleと
を使ってランダムアクセスを遂行し、ブロードキャストメッセージは第2のTTIに対応する
ランダムアクセスチャネルRACHリソースとpreambleとを含み、第2のTTIはTTI長の1タイプ
であり、第1のTTIと第2のTTIとがあり、第1のTTIは第2のTTIより大きい。
【００５０】
　本発明の実施形態の第7の態様はデータ伝送方法を提供し、データ伝送方法は、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された制御メッセージを受信するステップであ
って、制御メッセージはユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するRTT長
を判断するために使われる、受信するステップと、
　ユーザ機器により、制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応する往復時間RTT長を判断するステップと、
　ユーザ機器により、RTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するステップと
　を含む。
【００５１】
　第7の態様の第1の可能な実装様態において、ユーザ機器により、基地局によって送信さ
れた制御メッセージを受信するステップは、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信するステッ
プを含み、第1の制御メッセージはデータ伝送のための対応するRTT長を指示するために使
われ、
　ユーザ機器により、制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するRTT長を判断するステップは、
　ユーザ機器により、第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するRTT長を
判断するステップを含む。
【００５２】
　第7の態様の第2の可能な実装様態において、ユーザ機器により、基地局によって送信さ
れた制御メッセージを受信するステップは、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信するステッ
プであって、第2の制御メッセージはRTT識別子に対応するRTT長を通知するために使われ
る、受信するステップと、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された第3の制御メッセージを受信するステッ
プであって、第3の制御メッセージはRTT識別子を含み、RTT識別子はデータ伝送のための
対応するRTT長を指示するために使われる、受信するステップと
　を含み、
　ユーザ機器により、制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するRTT長を判断するステップは、
　ユーザ機器により、RTT識別子に従ってデータ伝送のための対応するRTT長を判断するス
テップを含む。
【００５３】
　第7の態様の第3の可能な実装様態において、ユーザ機器により、基地局によって送信さ
れた制御メッセージを受信するステップは、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された第4の制御メッセージを受信するステッ
プであって、第4の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するRTT長を通知するた
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めに使われる、受信するステップと、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信するステッ
プであって、第5の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はRTT長に対応する、受信する
ステップと
　を含み、
　ユーザ機器により、制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するRTT長を判断するステップは、
　ユーザ機器により、第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行するステッ
プと、第4の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行する様態に従ってデータ伝
送のための対応するRTT長を判断するステップとを含む。
【００５４】
　第7の態様の第4の可能な実装様態において、ユーザ機器により、基地局によって送信さ
れた制御メッセージを受信するステップは、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信するステッ
プであって、第6の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するRTT長を通知するた
めに使われる、受信するステップと、
　ユーザ機器により、制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセ
ージを受信するステップであって、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制
御チャネルの様々なタイプは様々なRTT長に対応する、受信するステップと
　を含み、
　ユーザ機器により、制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するRTT長を判断するステップは、
　ユーザ機器により、第7の制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデ
ータ伝送のための対応するRTT長を判断するステップを含む。
【００５５】
　第7の態様、または第7の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第7の態様の第5の可能な実装様態において、制御メッセージは上位層シグナリングか物理
層シグナリングを用いて基地局によって送信される。
【００５６】
　第7の態様、または第7の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第7の態様の第6の可能な実装様態において、制御メッセージはRTT長に個別に対応する伝
送されるべきデータのタイプを使用することを指図するためにさらに使われる。
【００５７】
　第7の態様、または第7の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第7の態様の第7の可能な実装様態において、ユーザ機器により、RTT長に従って基地局と
のデータ伝送を遂行するステップの前に、方法は、
　ユーザ機器により、RTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するためのリソースを
判断するステップを含み、ユーザ機器と基地局は様々なリソースを使って様々なRTT長に
対応するデータを互いに伝送し、
　ユーザ機器により、RTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するステップは、
　ユーザ機器により、リソースを使って基地局とのデータ伝送を遂行するステップを含む
。
【００５８】
　第7の態様の第7の可能な実装様態を参照し、第7の態様の第8の可能な実装様態において
、データの伝送がフィードバック情報の伝送である場合、ユーザ機器により、RTT長に従
って基地局とのデータ伝送を遂行するためのリソースを判断するステップは、
　フィードバック情報の伝送に使われるリソースを計算する際に、RTT識別子によって指
示されるRTT長に従って、RTT長に対応するオフセットを加えるステップを含む。
【００５９】
　第7の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第7の態様の第9の可能な実装様態において
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、オフセットは上位層シグナリングを用いて基地局によって通知され、あるいは物理層シ
グナリングメッセージの中で設定される。
【００６０】
　第7の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第7の態様の第10の可能な実装様態におい
て、フィードバック情報の伝送がダウンリンクデータのアップリンクフィードバックであ
る場合、フィードバック情報の伝送に使われるリソースを計算する際に、RTT識別子によ
って指示されるRTT長に従って、RTT長に対応するオフセットを加えるステップは具体的に
は、
　ユーザ機器により、フィードバックの周波数領域リソースが次式を満たすことを判断す
るステップであり、ここで
【数１９】

はポート0に対応する周波数領域リソース位置であり、
【数２０】

はポート1に対応する周波数領域リソース位置であり、
　伝送にPDCCHが使われる場合は式1および式2が満たされ、
式1：

【数２１】

および
式2：

【数２２】

ここで
　nCCEはダウンリンクデータをスケジュールするダウンリンクデータのスケジューリング
コマンドによって占められる物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHの最低の、最高の、ま
たは特定の制御チャネル要素CCE位置であり、

【数２３】

は物理アップリンク制御チャネルPUCCHの周波数領域開始位置であり、offsetはオフセッ
トであって整数であり、あるいは
　EPDCCHが使われ、尚且つEPDCCH伝送が分散伝送である場合は、式3および式4が満たされ
、
式3：

【数２４】

および
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式4：
【数２５】

あるいは
　EPDCCHが使われ、尚且つEPDCCH伝送が集中伝送である場合は、式5および式6が満たされ
、
式5：

【数２６】

および
式6：
【数２７】

ここで
　nECCE，qはダウンリンクデータをスケジュールするダウンリンクデータのスケジューリ
ングコマンドによって占められる改良物理ダウンリンク制御チャネルEPDCCHによって使わ
れるEPDCCH－PRB－set qの最低の、最高の、または特定の制御チャネル要素CCE位置であ
り、
【数２８】

は上位層シグナリングを用いて設定されるパラメータであり、ΔARQは物理層制御シグナ
リングを用いて通知されるパラメータであり、
【数２９】

はEPDCCH－PRB－set qにおける各PRBのCCEの数量であり、n’はアンテナポートによって
判断され、offsetはオフセットであって整数である。
【００６１】
　第7の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第7の態様の第11の可能な実装様態におい
て、フィードバック情報の伝送がアップリンクデータのダウンリンクフィードバックであ
る場合、フィードバック情報の伝送に使われるリソースを計算する際に、RTT識別子によ
って指示されるRTT長に従って、RTT長に対応するオフセットを加えるステップは具体的に
は、
　ユーザ機器により、フィードバックのリソース
【数３０】

が式7および式8を満たすことを判断するステップであり、ここで
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【数３１】

は物理的ハイブリッド自動再送要求指示チャネルPHICHのグループ番号であり、
【数３２】

はグループ番号に対応するグループにおける直交シーケンス番号であり、
式7は
【数３３】

であり
式8は
【数３４】

であり、ここで
　nDMRSは最近のPDCCHでアップリンクDCIを用いて指示される復調参照信号DMRS領域の循
環シフトマッピングであり、
【数３５】

はPHICHの拡散因子であり、
　IPRB＿RAは第1のコードワードがアップリンクDCIによって指示されるPUSCHの最も低いP
RBインデックスであることと、第2のコードワードがアップリンクDCIによって指示される
PUSCHの最も低いPRBインデックス＋1であることとを示し、
【数３６】

はPHICHのgroup量であり、
　Ngroup1はオフセットである。
【００６２】
　本発明の実施形態の第8の態様はデータ伝送方法を提供し、データ伝送方法は、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された制御メッセージを受信するステップであ
って、制御メッセージはユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するRTT長
を判断するために使われる、受信するステップと、
　ユーザ機器により、制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するTTI長を判断するステップと、
　ユーザ機器により、TTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するステップと
　を含む。
【００６３】
　第8の態様の第1の可能な実装様態において、ユーザ機器により、基地局によって送信さ
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れた制御メッセージを受信するステップは、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信するステッ
プを含み、第1の制御メッセージはデータ伝送のための対応するTTI長を指示するために使
われ、
　ユーザ機器により、制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するTTI長を判断するステップは、
　ユーザ機器により、第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するTTI長を
判断するステップを含む。
【００６４】
　第8の態様の第2の可能な実装様態において、ユーザ機器により、基地局によって送信さ
れた制御メッセージを受信するステップは、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信するステッ
プであって、第2の制御メッセージは伝送時間間隔TTI識別子に対応するTTI長を通知する
ために使われる、受信するステップと、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された第3の制御メッセージを受信するステッ
プであって、第3の制御メッセージはTTI識別子を含むダウンリンク制御情報であり、TTI
識別子はデータ伝送のための対応するTTI長を指示するために使われる、受信するステッ
プと
　を含み、
　ユーザ機器により、制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するTTI長を判断するステップは、
　ユーザ機器により、TTI識別子に従ってデータ伝送のための対応するTTI長を判断するス
テップを含む。
【００６５】
　第8の態様の第3の可能な実装様態において、ユーザ機器により、基地局によって送信さ
れた制御メッセージを受信するステップは、
　ユーザ機器により、上位層シグナリングを用いて基地局によって送信された第2の制御
メッセージを受信するステップであって、第4の制御メッセージはRNTIスクランブル様態
に対応するTTI長を通知するために使われる、受信するステップと、
　ユーザ機器により、物理層シグナリングを用いて基地局によって送信された第5の制御
メッセージを受信するステップであって、第5の制御メッセージのRNTIスクランブル様態
はTTI長に対応する、受信するステップと
　を含み、
　ユーザ機器により、制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するTTI長を判断するステップは、
　ユーザ機器により、第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行するステッ
プと、第4の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行する様態に従ってデータ伝
送のための対応するTTI長を判断するステップを含む。
【００６６】
　第8の態様の第4の可能な実装様態において、ユーザ機器により、基地局によって送信さ
れた制御メッセージを受信するステップは、
　ユーザ機器により、基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信するステッ
プであって、第6の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するTTI長を通知するた
めに使われる、受信するステップと、
　ユーザ機器により、制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセ
ージを受信するステップであって、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制
御チャネルの様々なタイプは様々なTTI長に対応する、受信するステップと
　を含み、
　ユーザ機器により、制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するTTI長を判断するステップは、
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　ユーザ機器により、第7の制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデ
ータ伝送のための対応するTTI長を判断するステップを含む。
【００６７】
　第8の態様、または第8の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第8の態様の第5の可能な実装様態において、制御メッセージは上位層シグナリングか物理
層シグナリングを用いて基地局によって送信される。
【００６８】
　第8の態様、または第8の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第8の態様の第6の可能な実装様態において、制御メッセージはTTI長に対応する伝送され
るべきデータのタイプを使用することを指図するためにさらに使われる。
【００６９】
　第8の態様、または第8の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第8の態様の第7の可能な実装様態において、ユーザ機器により、ユーザ機器と基地局との
間で伝送されるデータに対応するTTI長を判断するステップの前に、方法は、
　ユーザ機器により、基地局によって送信されたTTI設定パラメータを受信するステップ
を含み、TTI設定パラメータは、DCIスクランブル様態、TTI長タイプの指示情報、TTIに対
応する測定用参照信号SRS設定パラメータ、TTIを使用するためのDM－RS設定情報、TTIを
使用するためのSR設定情報、TTIを使用するためのフィードバックリソース設定情報、TTI
を使用するためのフィードバックルール設定情報、TTIを使用するためのPDCCHリソース位
置情報、TTIを使用するためのトランスポートブロックサイズTBS表設定情報、TTIを使用
するためのリソーススケジューリング粒度情報、またはTTIを使用するためのEPDCCHリソ
ース位置情報のいずれか1つ、または少なくとも2つの組み合わせを含む。
【００７０】
　第8の態様、または第8の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し、
第8の態様の第8の可能な実装様態において、ユーザ機器により、TTI長に従って基地局と
のデータ伝送を遂行するステップの前に、方法は、
　TTI長に従ってデータの送受ルールを判断するステップを含み、様々なTTI長は様々な送
受ルールに対応し、送受ルールは送信または受信時のサービスデータおよびフィードバッ
ク情報に対応するリソースとデータ伝送時間系列関係とを含み、
　ユーザ機器により、TTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するステップは、
　ユーザ機器により、判断された送受ルールに従ってデータを送受するステップを含む。
【００７１】
　第8の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第8の態様の第9の可能な実装様態において
、判断された送受ルールに従ってデータを送受するステップの前に、方法は、
　ユーザ機器により、ユーザ機器によって最後に伝送されたデータに対応するTTI長が変
わるか否かを判断するステップと、これが是である場合に、HARQバッファを空にするステ
ップと、その後判断された送受ルールに従ってデータを送受するステップを遂行するステ
ップとを含む。
【００７２】
　第8の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第8の態様の第10の可能な実装様態におい
て、データの伝送がフィードバック情報の伝送である場合、判断された送受ルールに従っ
てデータを送受するステップの前に、方法は、
　フィードバック情報を伝送するためのフィードバックリソースを判断するステップを含
み、様々なTTI長に対応するフィードバック情報は様々なフィードバックリソースを使用
し、フィードバックリソースはフィードバックリソースに対応する各TTI長に存在し、フ
ィードバックリソースはPHICHチャネルリソースと、データを伝送するためのPRB番号と、
データを伝送するためのフレーム番号またはサブフレーム番号とを含む。
【００７３】
　第8の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第8の態様の第11の可能な実装様態におい
て、フィードバック情報を伝送するためのフィードバックリソースを判断するステップの



(20) JP 6440827 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

後に、方法は、
　ユーザ機器により、判断されたTTI長に対応するフィードバックリソースを使って基地
局へチャネル品質指標CQIをフィードバックするステップをさらに含み、それぞれのTTIで
CQIに対し個別の符号化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれるTTIでCQ
Iに対し合同の符号化が遂行される。
【００７４】
　第8の態様の第8の可能な実装様態を参照し、第8の態様の第12の可能な実装様態におい
て、フィードバック情報を伝送するためのフィードバックリソースを判断するステップの
後に、方法は、
　ユーザ機器により、判断されたTTI長に対応するフィードバックリソースを使ってダウ
ンリンクデータのアップリンクフィードバック情報を基地局へ送信するステップをさらに
含み、それぞれのTTIでアップリンクフィードバック情報に対し個別の符号化が遂行され
、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれるTTIでアップリンクフィードバック情報に
対し合同の符号化が遂行される。
【００７５】
　本発明の実施形態の第9の態様はデータ伝送方法を提供し、データ伝送方法は、
　ユーザ機器により、基地局によって送信されたブロードキャストメッセージを受信する
ステップであって、ブロードキャストメッセージは第2のTTIに対応するランダムアクセス
チャネルRACHリソースとプリアンブルpreambleとを含み、第2のTTIはTTI長の1タイプであ
り、第1のTTIと第2のTTIとがあり、第1のTTIは第2のTTIより大きい、受信するステップと
、
　ユーザ機器が第2のTTIをサポートする場合に、ユーザ機器により、第2のTTIに対応する
RACHリソースとpreambleとを使ってランダムアクセスを遂行するステップとを含む。
【００７６】
　本発明の実施形態の第10の態様はデータ伝送方法を提供し、データ伝送方法は、
　基地局により、ユーザ機器へ制御メッセージを送信するステップを含み、制御メッセー
ジはユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するRTT長を判断するために使
われ、ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【００７７】
　第10の態様の第1の可能な実装様態を参照し、制御メッセージは第1の制御メッセージを
含み、第1の制御メッセージはデータ伝送のための対応するRTT長を指示するために使われ
る。
【００７８】
　第10の態様の第2の可能な実装様態において、制御メッセージは、
　第2の制御メッセージと第3の制御メッセージとを含み、
　第2の制御メッセージは往復時間RTT識別子に対応するRTT長を通知するために使われ、
第3の制御メッセージはRTT識別子を含み、RTT識別子はデータ伝送のための対応するRTT長
を指示するために使われる。
【００７９】
　第10の態様の第3の可能な実装様態において、制御メッセージは、
　第4の制御メッセージと第5の制御メッセージとを含み、
　第4の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するRTT長を通知するために使われ
、第5の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はRTT長に対応する。
【００８０】
　第10の態様の第4の可能な実装様態において、制御メッセージは、
　第6の制御メッセージと第7の制御メッセージとを含み、
　第6の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するRTT長を通知するために使われ
、第7の制御メッセージは様々な制御チャネルを用いて送信される制御メッセージであり
、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様々なタイプは様々
なRTT長に対応する。
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【００８１】
　第10の態様、または第10の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し
、第10の態様の第5の可能な実装様態において、制御メッセージは上位層シグナリングか
物理層シグナリングを用いて基地局によって送信される。
【００８２】
　第10の態様、または第10の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し
、第10の態様の第6の可能な実装様態において、制御メッセージはRTT長に個別に対応する
伝送されるべきデータのタイプを使用することを指図するためにさらに使われる。
【００８３】
　本発明の実施形態の第11の態様はデータ伝送方法を提供し、データ伝送方法は、
　基地局により、ユーザ機器へ制御メッセージを送信するステップを含み、制御メッセー
ジはユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するTTI長を判断するために使
われ、ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【００８４】
　第11の態様の第1の可能な実装様態を参照し、制御メッセージは第1の制御メッセージを
含み、第1の制御メッセージはデータ伝送のための対応するTTI長を指示するために使われ
る。
【００８５】
　第11の態様の第2の可能な実装様態において、制御メッセージは、
　第2の制御メッセージと第3の制御メッセージとを含み、
　第2の制御メッセージはTTI識別子に対応するTTI長を通知するために使われ、第3の制御
メッセージはTTI識別子を含み、TTI識別子はデータ伝送のための対応するTTI長を指示す
るために使われる。
【００８６】
　第11の態様の第3の可能な実装様態において、制御メッセージは、
　第4の制御メッセージと第5の制御メッセージとを含み、
　第4の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するTTI長を通知するために使われ
、第5の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はTTI長に対応する。
【００８７】
　第11の態様の第4の可能な実装様態において、制御メッセージは、
　第6の制御メッセージと第7の制御メッセージとを含み、
　第6の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するTTI長を通知するために使われ
、第7の制御メッセージは様々な制御チャネルを用いて送信される制御メッセージであり
、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様々なタイプは様々
なTTI長に対応する。
【００８８】
　第11の態様、または第11の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し
、第11の態様の第5の可能な実装様態において、制御メッセージは上位層シグナリングか
物理層シグナリングを用いて基地局によって送信される。
【００８９】
　第11の態様、または第11の態様の第1から第4の可能な実装様態のいずれか1つを参照し
、第11の態様の第6の可能な実装様態において、制御メッセージは様々なTTI長に個別に対
応する伝送されるべきデータのタイプを使用することを指図するためにさらに使われる。
【００９０】
　本発明の実施形態の第12の態様はデータ伝送方法を提供し、データ伝送方法は、
　基地局により、ユーザ機器へブロードキャストメッセージを送信するステップを含み、
これに応じてユーザ機器はブロードキャストメッセージ内のTTI長とユーザ機器のTTI能力
とに従って対応するRACHリソースと対応するpreambleとを使ってランダムアクセスを遂行
し、ブロードキャストメッセージは第2のTTIに対応するランダムアクセスチャネルRACHリ
ソースとpreambleとを含み、第2のTTIはTTI長の1タイプであり、第1のTTIと第2のTTIとが
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あり、第1のTTIは第2のTTIより大きい。
【００９１】
　前述した技術的解決手段から本発明の実施形態に下記の利点があることが分かるであろ
う。
【００９２】
　本発明の実施形態でユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信でき
、ユーザ機器は制御メッセージに従って基地局とのデータ伝送を遂行するためのRTT長ま
たはTTI長を判断でき、対応するRTT長またはTTI長に適したデータ送受様態で基地局との
データ伝送をさらに遂行できる。したがって、データ伝送過程で異なるRTT長や異なるTTI
長によって生じる衝突問題は解決される。
【００９３】
　本発明の実施形態や先行技術の技術的解決手段をより明確に説明するため、実施形態の
説明に必要な添付の図面を簡潔に説明する。当然ながら、ここで説明する添付の図面は本
発明のいくつかの実施形態を示すもに過ぎず、当業者なら創造的な取り組みをせずとも添
付の図面をもとにして別の図面を作り出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の概略流れ図である。
【図２】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図３】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図４】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図５】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図６】本発明の一実施形態によるデータ伝送フレームの概略図である。
【図７】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図８】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図９】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図１０】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図１１】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図１２】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図１３】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図１４】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図１５】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法の別の概略流れ図である。
【図１６】本発明の一実施形態によるユーザ機器の概略構造図である。
【図１７】本発明の一実施形態によるユーザ機器の別の概略構造図である。
【図１８】本発明の一実施形態によるユーザ機器の別の概略構造図である。
【図１９】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法に基づくコンピュータ装置の概略構
造図である。
【発明を実施するための形態】
【００９５】
　図1を参照し、本発明の一実施形態におけるデータ伝送方法は下記ステップを含む。
【００９６】
　101．ユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信する。
【００９７】
　ユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信する。具体的に述べると
、制御メッセージは、基地局とのデータ伝送を遂行するため、ユーザ機器と基地局との間
で伝送されるデータに対応するRTT長を判断するために使われる。
【００９８】
　具体的な応用において、制御メッセージは、上位層シグナリングを用いて送信される制
御メッセージを、例えば無線リソース制御（RRC、Radio Resource Control）設定メッセ
ージを、含んでよく、あるいは物理層シグナリングを用いて送信される制御メッセージを
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、例えばダウンリンク制御情報（DCI、Downlink Control Information）メッセージを、
含んでよい。一例として述べると、上位層シグナリングは専用シグナリングとブロードキ
ャストメッセージとを含む。
【００９９】
　具体的に述べると、RTT長は上位層シグナリングを用いて送信される制御メッセージに
よって直接指示されてよく、あるいはRTT長のタイプが上位層シグナリングを用いて送信
される制御メッセージによって指示され、その後、使用すべき特定タイプのRTT長が物理
層シグナリングを用いて送信される制御メッセージによって指示される。
【０１００】
　102．ユーザ機器は制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するRTT長を判断する。
【０１０１】
　ユーザ機器は制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに
対応するRTT長を判断する。
【０１０２】
　RTT長は、特定の時間値を用いて、例えば4msを用いて、指示されてよく、あるいはTTI
の数量を用いて、例えば8個のTTIを用いて、指示されてよく、あるいはOFDMシンボルの数
量を用いて、例えば20個のOFDMシンボルを用いて、指示されてよい。RTT長の具体的な表
現と実装は実情に応じて判断されてよく、ここで限定されないことは理解できるであろう
。
【０１０３】
　RTT長に2つ以上のタイプがあり得ることは理解できるであろう。一例として述べると、
制御メッセージは1タイプのRTT長を指示してよく、これを踏まえてユーザ機器は対応する
データの送信または受信にどのタイプのRTTが使われるかを判断する。任意に選べること
として、制御メッセージは2タイプ以上のRTT長を指示してよく、これを踏まえてユーザ機
器は2タイプのRTTが個別に対応するデータの送信または受信を判断する。実際の応用では
制御メッセージの実装様態が実情に応じて判断されてよく、ここでは具体的に限定されな
い。
【０１０４】
　103．ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０１０５】
　ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べると、ユ
ーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送信する
ことと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器が基地
局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べると、
フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバックを
基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基地局に
よって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０１０６】
　本発明の本実施形態でユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信で
き、ユーザ機器は制御メッセージに従って基地局とのデータ伝送を遂行するためのRTT長
を判断でき、対応するRTT長に適したデータ送信または受信様態で基地局とのデータ伝送
をさらに遂行できる。したがって、データ伝送過程で異なるRTT長によって生じる衝突問
題は解決される。
【０１０７】
　実際の応用ではユーザ機器が様々な様態でRTT長を判断してよい。具体的には図2～図4
の後述する実施形態を参照されたい。
【０１０８】
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　基地局はRTT長を指示するため第1の制御メッセージを直接使用してよい。本発明の一実
施形態におけるデータ伝送方法の別の実施形態は下記ステップを含む。
【０１０９】
　201．ユーザ機器は基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信する。
【０１１０】
　ユーザ機器は基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信し、第1の制御メッ
セージはデータを伝送するための対応するRTT長を指示するために使われる。具体的に述
べると、データはユーザ機器によって現在伝送されるべきデータを指す。
【０１１１】
　一例として述べると、第1の制御メッセージは上位層シグナリングか物理層シグナリン
グを用いて送信されてよい。
【０１１２】
　202．ユーザ機器は第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するRTT長を
判断する。
【０１１３】
　ユーザ機器は第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するRTT長を判断す
る。
【０１１４】
　さらに、第1の制御メッセージはRTT長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプ
を使用することを指図するためにさらに使われてよい。第1の制御メッセージを使ってRTT
長が初めて設定された後、ユーザ機器は様々なデータとRTT長との対応表を保管する。ユ
ーザ機器と基地局が互いにデータを伝送する際に、ユーザ機器はデータのタイプに従って
現在のデータ送信または受信に使われるべきRTT長を対応表で検索してよい。基地局が別
のときに上位層シグナリングを用いて様々なデータとRTT長との対応を更新しない前に、
ユーザ機器は基地局とのデータ伝送を遂行するたびに対応表を使ってRTT長を判断してよ
い。
【０１１５】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はRTT長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はRT
T長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々な「IPアドレスおよびポー
ト番号」を有するデータフローであってよい。
【０１１６】
　前述したデータタイプとRTT長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０１１７】
　様々なRTT長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用することを指図す
る役割を単独で果たすため、基地局が別の制御メッセージをさらに使ってよいことは理解
できるであろう。例えば、基地局は、第1の制御メッセージを送信する前に、様々なRTT長
に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用することを別の制御メッセージを
使って指図する。具体的な実装様態は実情に応じて判断されてよく、ここでは具体的に限
定されない。
【０１１８】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるRTT長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
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ャリアに対応すると理解されてよい。
【０１１９】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０１２０】
　203．ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０１２１】
　ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べると、ユ
ーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送信する
ことと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器が基地
局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べると、
フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバックを
基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基地局に
よって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０１２２】
　基地局は、RTT長を指示するため、第2の制御メッセージで搬送されるRTT識別子を使用
する。図3を参照し、本発明の一実施形態におけるデータ伝送方法の別の実施形態は下記
ステップを含む。
【０１２３】
　301．ユーザ機器は基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信する。
【０１２４】
　ユーザ機器は基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信し、第2の制御メッ
セージはRTT識別子に対応するRTT長を通知するために使われる。
【０１２５】
　一例として述べると、第2の制御メッセージは上位層シグナリングを用いて基地局によ
って送信されてよい。
【０１２６】
　さらに、第2の制御メッセージはRTT長に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用
することを指図するためにさらに使われてよい。
【０１２７】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はRTT長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はRT
T長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０１２８】
　前述したデータタイプとRTT長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０１２９】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるRTT長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
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【０１３０】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０１３１】
　302．ユーザ機器は基地局によって送信された第3の制御メッセージを受信する。
【０１３２】
　ユーザ機器は物理層シグナリングを用いて基地局によって送信された第3の制御メッセ
ージを受信し、第3の制御メッセージはRTT識別子を含み、RTT識別子はデータ伝送のため
の対応するRTT長を指示するために使われる。
【０１３３】
　一例として述べると、第3の制御メッセージは物理層シグナリングを用いて基地局によ
って送信されてよい。さらに、第3の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。
【０１３４】
　一例として述べると、第3の制御メッセージは新たに規定されたDCIメッセージであって
よく、RTT長を指示するために使われるRTT識別子（shortenRTTIndicator）はDCIメッセー
ジに加えられる。
【０１３５】
　303．ユーザ機器はRTT識別子に従ってデータ伝送のための対応するRTT長を判断する。
【０１３６】
　ユーザ機器はRTT識別子に従ってデータ伝送のための対応するRTT長を判断する。
【０１３７】
　一例として述べると、RTT長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のRTT
と第2のRTTであり、第1のRTTの長さは第2のRTTの長さより大きいと仮定する。RTT識別子
はshortenRTTIndicatorによって指示され、shortenRTTIndicator＝0ならデータ伝送のた
めの対応するRTT長が第1のRTTであると判断され、shortenRTTIndicator＝1ならデータ伝
送のための対応するRTT長が第2のRTTであると判断され、第2のRTTに対応するデータ送受
ルールが使用される。あるいは、RTT識別子がRTT長を直接指示する。これは本発明の本実
施形態で具体的に限定されない。
【０１３８】
　304．ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０１３９】
　ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べると、ユ
ーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送信する
ことと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器が基地
局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べると、
フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバックを
基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基地局に
よって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０１４０】
　一例として述べると、RTT長が第1のRTTであると判断される場合は第1のRTTに対応する
データ送受ルールが使用され、あるいはRTT長が第2のRTTであると判断される場合は第2の
RTTに対応するデータ送受ルールが使用される。
【０１４１】
　さらに、第2の制御メッセージが様々なRTT長に個別に対応する伝送されるべきデータの
タイプを使用することを指図する場合、ユーザ機器はRTT長に対応するタイプのデータを
伝送する。
【０１４２】
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　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるRTT長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０１４３】
　基地局は、RTT長を指示するため、第5の制御メッセージの無線ネットワーク仮識別子（
RNTI、Radio Network Temporary Identifier）スクランブルまたはデスクランブル様態と
RTT長との照合関係をさらに使ってよい。図4を参照し、本発明の一実施形態におけるデー
タ伝送方法の別の実施形態は下記ステップを含む。
【０１４４】
　401．ユーザ機器は基地局によって送信された第4の制御メッセージを受信する。
【０１４５】
　ユーザ機器は基地局によって送信された第4の制御メッセージを受信し、第4の制御メッ
セージはRNTIスクランブルまたはデスクランブル様態に対応するRTT長を通知するために
使われる。
【０１４６】
　一例として述べると、第4の制御メッセージは上位層シグナリングを用いて基地局によ
って送信されてよい。
【０１４７】
　一例として述べると、様々なRTT長は様々なRNTIスクランブルまたはデスクランブル様
態に対応する。
【０１４８】
　さらに、第4の制御メッセージはRTT長に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用
することを指図するためにさらに使われてよい。
【０１４９】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はRTT長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はRT
T長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０１５０】
　前述したデータタイプとRTT長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０１５１】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるRTT長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０１５２】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０１５３】
　402．ユーザ機器は基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信する。
【０１５４】
　ユーザ機器は基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信する。さらに、第5
の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。



(28) JP 6440827 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

【０１５５】
　一例として述べると、第5の制御メッセージは物理層シグナリングを用いて基地局によ
って送信されてよい。さらに、第5の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。
【０１５６】
　実際の応用では、様々なRTT長を区別するため、基地局側は様々なRNTIスクランブラ様
態でDCIメッセージをスクランブルしてよい。
【０１５７】
　一例として述べると、第5の制御メッセージは新たに規定されたDCIメッセージであって
よい。shortenRTTが第2のRTTであるなら、新たなRNTI（つまり第4の制御メッセージを用
いて通知されるRTT長に対応するRNTI）がスクランブルに使われる。PDCCHで新たなDCIメ
ッセージが伝送され、ユーザ機器は、DCIメッセージを受信する際に、第4の制御メッセー
ジを使って通知されたRTT長に対応するRNTIを使って第5の制御メッセージをデスクランブ
ルする。
【０１５８】
　403．ユーザ機器は第4の制御メッセージを使って通知されたRTT長に対応するRNTIを使
って第5の制御メッセージをデスクランブルする。
【０１５９】
　ユーザ機器は第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行し、尚且つ第5の制
御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行する様態に従ってデータ伝送のための対応
するRTT長を判断する。
【０１６０】
　一例として述べると、RTT長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のRTT
と第2のRTTであり、第1のRTTの長さは第2のRTTの長さより大きいと仮定する。第1のRNTI
を使ってDCIに対して遂行されるデスクランブルが成功する場合は、データ伝送のための
対応するRTT長が第1のRTTであると判断され、第2のRNTIを使ってDCIに対して遂行される
デスクランブルが成功する場合は、データ伝送のための対応するRTT長が第2のRTTである
と判断される。
【０１６１】
　404．ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０１６２】
　ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べると、ユ
ーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送信する
ことと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器が基地
局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べると、
フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバックを
基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基地局に
よって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０１６３】
　一例として述べると、第1のRNTI（つまり長いRTTに対応するデスクランブル様態）を用
いてDCIに対して遂行されるデスクランブルが成功する場合は第1のRTTに対応するデータ
送受ルールが使用され、第2のRNTI（つまり短いRTTに対応するデスクランブル様態）を用
いてDCIに対して遂行されるデスクランブルが成功する場合は第2のRTTに対応するデータ
送受ルールが使用される。
【０１６４】
　基地局は、RTT長を指示するため、制御チャネルのタイプとRTT長との対応をさらに使用
してよい。図5を参照し、本発明の一実施形態におけるデータ伝送方法の別の実施形態は
下記ステップを含む。
【０１６５】
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　501．ユーザ機器は基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信する。
【０１６６】
　ユーザ機器は基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信し、第6の制御メッ
セージは制御チャネルのタイプに対応するRTT長を通知するために使われる。
【０１６７】
　具体的に述べると、制御チャネルの様々なタイプは様々なチャネルリソースを有する制
御チャネルを指示し、チャネルリソースは時間領域リソースと周波数領域リソースとを含
む。
【０１６８】
　一例として述べると、時間領域における様々なチャネルリソースは様々なTTI、様々な
タイムスロット、様々なOFDMシンボル、様々なサブフレーム、様々な無線フレーム等であ
ってよく、本発明の本実施形態で具体的に限定されない。周波数領域における様々なチャ
ネルリソースは様々なサブキャリア、様々な物理的リソースブロック、様々なコンポーネ
ントキャリア等であってよく、本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０１６９】
　一例として述べると、第6の制御メッセージは上位層シグナリングを用いて基地局によ
って送信されてよい。
【０１７０】
　さらに、第6の制御メッセージはRTT長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプ
を使用することを指図するためにさらに使われてよい。
【０１７１】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はRTT長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はRT
T長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０１７２】
　前述したデータタイプとRTT長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０１７３】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるRTT長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０１７４】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０１７５】
　502．ユーザ機器は制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセー
ジを受信する。
【０１７６】
　ユーザ機器は制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセージを
受信する。一例として述べると、第7の制御メッセージは物理層シグナリングを用いて基
地局によって送信されてよい。さらに、第7の制御メッセージはDCIメッセージであってよ
い。制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様々なタイプは様
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々なRTT長に対応する。
【０１７７】
　具体的に述べると、制御チャネルの様々なタイプは様々なチャネルリソースを有する制
御チャネルを指示し、チャネルリソースは時間領域リソースと周波数領域リソースとを含
む。
【０１７８】
　503．ユーザ機器は第7の制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデー
タ伝送のための対応するRTT長を判断する。
【０１７９】
　ユーザ機器は制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデータ伝送のた
めの対応するRTT長を判断する。
【０１８０】
　一例として述べると、RTT長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のRTT
と第2のRTTであり、第1のRTTの長さは第2のRTTの長さより大きいと仮定する。さらに、制
御チャネルは物理ダウンリンク制御チャネル（PDCCH、Physical Downlink Control chann
el）であってよく、あるいは改良物理ダウンリンク制御チャネル（EPDCCH、Enhanced Phy
sical Downlink Control channel）であってよい。例えば、PDCCHは第1のRTTに対応し、E
PDCCHは第2のRTTに対応する。つまり、DCIメッセージが第2のRTTに対応するEPDCCHで検出
される場合は現在のデータ伝送のRTT長が第2のRTTであると判断され、DCIメッセージがPD
CCHで検出される場合は現在のデータ伝送のRTT長が第1のRTTであると判断される。さらに
、PDCCHでsymbol 0およびsymbol 1は第1のRTTに対応し、第3のsymbolは第2のRTTに対応し
、あるいはEPDCCHでサブキャリアn～mまたはPRB n～mは第1のRTTに対応し、サブキャリア
i～kまたはPRB i～kは第2のRTTに対応する。
【０１８１】
　実際の応用でRTTに2つ以上のタイプがある場合は、データをスケジュールするためより
多くの制御チャネルが設計される必要がある。例えば、各TTIの第1のN個のシンボル（Nは
0以上）でPDCCHは要件に従って設計され、および／またはデータをスケジュールするため
新たなEPDCCHが設計される。例えば、各TTIのM番目からN番目のサブキャリアまたはPRB（
Mは0以上、Nは0以上、NはM以上）でEPDCCHは要件に従って設計され、ユーザ機器はPDCCH
とEPDCCHとをリスンすることによってデータを伝送する。
【０１８２】
　504．ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０１８３】
　ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べると、ユ
ーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送信する
ことと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器が基地
局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べると、
フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバックを
基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基地局に
よって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０１８４】
　前述した実施形態が別々に実装されてよいこと、あるいは合同で実装されてよいことは
理解できるであろう。これは本発明の実施形態で具体的に限定されない。
【０１８５】
　実際の応用では無線ネットワークにおけるデータパケットの送信と伝送との間にタイミ
ング関係があり、ネットワーク側はハードウェア改善の前後に存在する2タイプのRTTのシ
ナリオを検討する必要がある。図6に見られるように、RTTが8msであるシナリオでは瞬時n
に送信されるデータパケットの場合にフィードバックが瞬時n＋4に受信され、RTTが4msで
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あるシナリオでは、処理遅延が低減されるため、瞬時nに送信されるデータパケットの場
合にフィードバックは瞬時n＋2に受信される。このため、ネットワークに2つの異なるタ
イプのRTT長がある場合は、現在の伝送メカニズムによるアップリンクフィードバックと
ダウンリンクフィードバックの両方で衝突が生じる可能性がある。ダウンリンクフィード
バックの場合、ダウンリンクフィードバックの伝送はPUCCHで送られる。図6に見られるよ
うに、normal RTTのHARQプロセス0に使われるPDCCHリソースがshorten RTTのHARQプロセ
ス2でDCI送信のときに使われるPDCCHリソースと同じである場合は、HARQプロセス0のフィ
ードバックがHARQプロセス2のフィードバックと衝突する。
【０１８６】
　このため、本発明の一実施形態ではデータ伝送のためのリソースの計算様態に改良がな
される。図7を参照し、データ伝送方法の別の実施形態は本発明の一実施形態であり、下
記ステップを含む。
【０１８７】
　701．ユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信する。
【０１８８】
　ユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信する。具体的に述べると
、制御メッセージはユーザ機器と基地局とによるデータ伝送のRTT長を指示するために使
われる。
【０１８９】
　702．ユーザ機器は制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するRTT長を判断する。
【０１９０】
　ユーザ機器は制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに
対応するRTT長を判断する。一例として述べると、第1のRTTと第2のRTTがあってよく、第1
のRTTは第2のRTTより大きい。
【０１９１】
　RTT長は、特定の時間値を用いて、例えば4msを用いて、指示されてよく、あるいはTTI
の数量を用いて、例えば8個のTTIを用いて、指示されてよく、あるいはOFDMシンボルの数
量を用いて、例えば20個のOFDMシンボルを用いて、指示されてよい。RTT長の具体的な表
現と実装は実情に応じて判断されてよく、ここで限定されないことは理解できるであろう
。
【０１９２】
　RTT長に2つ以上のタイプがあり得ることは理解できるであろう。一例として述べると、
RTT長に2つのタイプがあり得る場合、制御メッセージは1タイプのRTT長を指示してよく、
これを踏まえてユーザ機器は対応するデータの送信または受信にどのタイプのRTTが使わ
れるかを判断する。任意に選べることとして、制御メッセージは2タイプのRTT長を指示し
てよく、これを踏まえてユーザ機器は2タイプのRTTが個別に対応するデータの送信または
受信を判断する。実際の応用では制御メッセージの実装様態が実情に応じて判断されてよ
く、ここでは具体的に限定されない。
【０１９３】
　703．ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するためのリソースを判
断する。
【０１９４】
　ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するためのリソースを判断し
、ユーザ機器と基地局は様々なリソースを使って様々なRTT長に対応するデータを互いに
伝送する。
【０１９５】
　実際の応用では、データの送信または受信に使われるリソースの計算時にRTT識別子に
よって指示されるRTT長に従ってTTI長に対応するオフセットが加えられる。
【０１９６】
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　一例として述べると、フィードバック情報の伝送がダウンリンクデータのアップリンク
フィードバックである場合、ユーザ機器はフィードバックの周波数領域リソースが次式を
満たすことを判断し、ここで
【数３７】

はポート0に対応する周波数領域リソース位置であり、
【数３８】

はポート1に対応する周波数領域リソース位置である。
【０１９７】
　伝送にPDCCHが使われる場合は式1および式2が満たされ、
式1：

【数３９】

および
式2：

【数４０】

ここで
　nCCEはダウンリンクデータをスケジュールするダウンリンクデータのスケジューリング
コマンドによって占められる物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHの最低の、最高の、ま
たは特定の制御チャネル要素CCE位置であり、

【数４１】

は物理アップリンク制御チャネルPUCCHの周波数領域開始位置であり、offsetはオフセッ
トであって整数である。
【０１９８】
　具体的に述べると、本発明の本実施形態ではポート0とポート1の周波数領域リソースの
計算様態のみ説明する。ただし、実際の応用では多数のポートがあり得、具体的な計算様
態については式2を参照できる。つまり、ポートnの周波数領域リソースが計算されるなら

【数４２】

となる。
【０１９９】
　実際の応用では、オフセットが上位層シグナリングを用いて基地局によって通知され、
あるいはDCIメッセージの中で設定される。具体的に述べると、オフセットはDCIの「HARQ
－ACK resource offset領域」で設定されてよい。
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【数４３】

とoffsetは1つのパラメータに組み合わされてよく、このパラメータはオフセットによりP
UCCHの周波数領域開始位置を表す。
【０２００】
　さらに、フィードバック情報の伝送がダウンリンクデータのアップリンクフィードバッ
クである場合に、EPDCCHが使われ、尚且つEPDCCH伝送が分散伝送である場合は、フィード
バックリソースの計算は式3および式4を満たし、
式3：
【数４４】

および
式4：
【数４５】

あるいは
　フィードバック情報の伝送がダウンリンクデータのアップリンクフィードバックである
場合に、EPDCCHが使われ、尚且つEPDCCH伝送が集中伝送である場合は、フィードバックリ
ソースの計算は式5および式6を満たし、
式5：

【数４６】

および
式6：

【数４７】

ここで
　nECCE，qはダウンリンクデータをスケジュールするダウンリンクデータのスケジューリ
ングコマンドによって占められる改良物理ダウンリンク制御チャネルEPDCCHによって使わ
れるEPDCCH－PRB－set qの最低の、最高の、または特定の制御チャネル要素CCE位置であ
り、

【数４８】
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リングを用いて通知されるパラメータであり、
【数４９】

はEPDCCH－PRB－set qにおける各PRBのCCEの数量であり、n’はアンテナポートによって
判断され、offsetはオフセットであって整数である。
【０２０１】
　一例として述べると、フィードバック情報の伝送がアップリンクデータのダウンリンク
フィードバックである場合は、データの送信または受信に使われるリソースの計算時に、
ユーザ機器はフィードバックのリソース

【数５０】

が式7および式8を満たすことを判断し、ここで
【数５１】

は物理的ハイブリッド自動再送要求指示チャネルPHICHのグループ番号であり、
【数５２】

はグループ番号に対応するグループにおける直交シーケンス番号であり、
式7は

【数５３】

であり
式8は
【数５４】

であり、ここで
　nDMRSは最近のPDCCHでアップリンクDCIを用いて指示される復調参照信号DMRS領域の循
環シフトマッピングであり、
【数５５】

はPHICHの拡散因子であり、
　IPRB＿RAは第1のコードワードがアップリンクDCIによって指示されるPUSCHの最も低いP
RBインデックスであることと、第2のコードワードがアップリンクDCIによって指示される
PUSCHの最も低いPRBインデックス＋1であることとを示し、
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【数５６】

はPHICHのgroup量であり、
　Ngroup1はオフセットである。
【０２０２】
　704．ユーザ機器はリソースを使って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０２０３】
　本発明の本実施形態や前述した各実施形態が別々に実装されてよいこと、あるいは合同
で実装されてよいことは理解できるであろう。これは本発明の実施形態で具体的に限定さ
れない。
【０２０４】
　本発明の本実施形態では、データの送信または受信に使われるリソースの計算時にRTT
識別子によって指示されるRTT長に従ってRTT長に対応するオフセットが加えられる。この
ため、2タイプのRTTに対応するデータの伝送シナリオで2タイプのRTTに対応するデータは
周波数領域リソースで互い違いに配置でき、2タイプのデータ間の衝突は回避される。
【０２０５】
　無線通信システムではTTIを減らすことによって伝送遅延がさらに低減されてよい。同
様に、実際の応用ではTTIに少なくとも2つのタイプがあってよい。このため、本発明の一
実施形態は少なくとも2つのタイプのTTIが共存する通信メカニズムをさらに提供する。図
8を参照し、本発明の一実施形態におけるデータ伝送方法の別の実施形態は下記ステップ
を含む。
【０２０６】
　801．ユーザ機器はユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するTTI長を判
断する。
【０２０７】
　ユーザ機器はユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するTTI長を判断す
る。具体的に述べると、TTI長には少なくとも2つのタイプがある。
【０２０８】
　実際の応用ではユーザ機器が多数の様態でTTI長を判断し、具体的な様態は以降の実施
形態で個別に説明される。
【０２０９】
　802．ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０２１０】
　ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べると、ユ
ーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送信する
ことと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器が基地
局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べると、
フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバックを
基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基地局に
よって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０２１１】
　本発明の本実施形態において、ユーザ機器は基地局とのデータ伝送のTTI長を判断し、
対応するTTI長に適したデータ送信または受信様態で基地局とのデータ伝送を遂行してよ
い。このため、データ伝送過程で異なるTTI長によって生じる衝突問題は解決される。
【０２１２】
　図9を参照し、本発明の一実施形態におけるデータ伝送方法の別の実施形態は下記ステ
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ップを含む。
【０２１３】
　901．ユーザ機器は基地局によって送信されたTTI設定パラメータを受信する。
【０２１４】
　ユーザ機器は、ユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するTTI長を判断
する前に、基地局によって送信されるTTI設定パラメータを受信する。具体的に述べると
、TTI設定パラメータは上位層シグナリングを用いて基地局によって送信される制御メッ
セージの中で設定されてよい。
【０２１５】
　ユーザ機器は基地局によって送信されたTTI設定パラメータを受信し、TTI設定パラメー
タは、DCIスクランブル様態、TTI長タイプの指示情報、TTIに対応する測定用参照信号（S
RS、Sounding Reference Signal）設定パラメータ、TTIを使用するための復調参照信号（
DM－RS、DeModulation RS）設定情報、TTIを使用するためのSR設定情報、TTIを使用する
ためのフィードバックリソース設定情報、TTIを使用するためのフィードバックルール設
定情報、TTIを使用するためのPDCCHリソース位置情報、TTIを使用するためのトランスポ
ートブロックサイズ（Transport Block Size、TBS）表設定情報、TTIを使用するためのリ
ソーススケジューリング粒度情報、またはTTIを使用するためのEPDCCHリソース位置情報
のいずれか1つ、または少なくとも2つの組み合わせを含む。
【０２１６】
　TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTIと第2のTTIであり、第1
のTTIの長さは第2のTTIの長さより大きいと仮定する。実際の応用で第1のTTIの設定パラ
メータはユーザ機器であらかじめ設定されてよく、あるいはプロトコルであらかじめ指定
されてよく、そうであるなら本発明の本実施形態でユーザ機器によって受信されるTTI設
定パラメータは第2のTTIの設定パラメータを具体的に指してよい。任意に選べることとし
て、第1のTTIの設定パラメータがあらかじめ設定されない場合、本発明の本実施形態でユ
ーザ機器によって受信されるTTI設定パラメータは第1のTTIと第2のTTIの設定パラメータ
を含んでよい。
【０２１７】
　新たに規定されたDM－RS（つまり第2のTTIに対応するDM－RS）の場合、DM－RS信号がそ
れぞれの第2のTTIに存在することはDM－RS設定情報で設定される。加えて、基地局は専用
シグナリングを用いてユーザ機器に通知し、専用シグナリングはDM－RSの期間情報や符号
化情報や位置情報といった必要情報を含む。
【０２１８】
　ユーザ機器がSRSリソースで設定された第2のTTIでSRSを送信することと、基地局がSRS
リソースで設定された第2のTTIでSRS測定を遂行することは、SRS設定情報で設定される。
【０２１９】
　TBS表設定情報はユーザ機器の第2のTTIに対応するTBS表を指示してよく、TBS表はプロ
トコルで指定されてよく、あるいは設定メッセージを使って設定されてよい。
【０２２０】
　リソーススケジューリング粒度情報は第2のTTIに対応する最小のスケジューリング粒度
を指示してよく、例えば6個のPRBまたは10個のPRBを、さもなくば72個のサブキャリアま
たは120個のサブキャリアを、指示してよい。TTIが減らされる場合は、スケジューリング
粒度を増すことによってシグナリングオーバーヘッドを低減できる。
【０２２１】
　902．ユーザ機器はユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するTTI長を判
断する。
【０２２２】
　ユーザ機器はユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するTTI長を判断す
る。具体的に述べると、TTI長には少なくとも2つのタイプがある。
【０２２３】
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　実際の応用ではユーザ機器が多数の様態でTTI長を判断し、具体的な様態は以降の実施
形態で個別に説明される。
【０２２４】
　903．ユーザ機器はTTI長に従ってデータの送受ルールを判断する。
【０２２５】
　TTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する前に、ユーザ機器はTTI長に従ってデー
タの送受ルールを判断してよく、様々なTTI長は様々な送受ルールに対応し、送受ルール
は送信または受信時のサービスデータおよびフィードバック情報に対応するリソースとデ
ータ伝送時間系列関係とを含む。
【０２２６】
　一例として述べると、TTI長に2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTIと
第2のTTIであり、第1のTTIの長さが第2のTTIの長さより大きい場合、送受ルールは、第1
の送信ルールと、第1の受信ルールと、第2の送信ルールと、第2の受信ルールとを含む。
第1の送信ルールと第1の受信ルールは第1のTTIに対応する送受ルールであり、第2の送信
ルールと第2の受信ルールは第2のTTIに対応する送受ルールである。
【０２２７】
　実際の応用では送受ルールの具体的内容が上位層シグナリングを用いて基地局からユー
ザ機器へ送信されてよい。さらに、送受ルールはユーザ機器と基地局とによるデータ伝送
を遂行するのに使われるリソースの計算様態を含んでよい。送受ルールが第1のTTIに対応
する第1の送信ルールと第1の受信ルールである場合、リソースの計算様態は先行技術のそ
れと同じであってよい。送受ルールが第2のTTIに対応する第2の送信ルールと第2の受信ル
ールである場合、リソースは上位層シグナリングを用いて基地局によって通知される新た
なリソースであってよく、あるいは基地局が新たな計算様態を通知してもよい。具体的な
実装様態はここで限定されない。
【０２２８】
　904．ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０２２９】
　ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べると、ユ
ーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送信する
ことと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器が基地
局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べると、
フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバックを
基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基地局に
よって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０２３０】
　一例として述べると、TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTI
と第2のTTIであり、第1のTTIの長さが第2のTTIの長さより大きく、データの伝送がフィー
ドバック情報の伝送である場合、
　現在の伝送シナリオがユーザ機器によって遂行されるダウンリンク伝送であり、データ
に対応するTTI長が第1のTTIであると判断されるなら、データは第1の受信ルールを使って
受信される。ユーザ機器はユーザ機器によって最後に伝送されたデータに対応するTTI長
が変わるか否かを判断し、これが是である場合に、ユーザ機器はHARQバッファを空にし、
その後第1の受信ルールを使ってデータを受信するステップを遂行し、あるいはこれが是
であって、尚且つ以前のデータがデータ伝送に使われたHARQプロセスで正常に伝送されて
いない場合に、ユーザ機器は引き続きデータを再送してよい。第1の受信ルールを使って
データを受信した後に、ユーザ機器は第1のTTIに対応する第1のフィードバックルールを
使って基地局へデータをフィードバックする。
【０２３１】
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　現在の伝送シナリオがユーザ機器によって遂行されるダウンリンク伝送であり、データ
に対応するTTI長が第2のTTIであると判断されるなら、データは第2の受信ルールを使って
受信される。ユーザ機器はユーザ機器によって最後に伝送されたデータに対応するTTI長
が変わるか否かを判断し、これが是である場合に、ユーザ機器はHARQバッファを空にし、
その後第2の受信ルールを使ってデータを受信するステップを遂行し、あるいはこれが是
であって、尚且つ以前のデータがデータ伝送に使われたHARQプロセスで正常に伝送されて
いない場合に、ユーザ機器は引き続きデータを再送してよい。第2の受信ルールを使って
データを受信した後に、ユーザ機器は第2のTTIに対応する第2のフィードバックルールを
使って基地局へデータをフィードバックする。第1のフィードバックルールに対応する第1
のフィードバックリソースは第2のフィードバックルールに対応する第2のフィードバック
リソースと異なり、第2のフィードバックリソースはそれぞれの第2のTTI長に存在する。
フィードバックリソースはPHICHチャネルリソースと、データを伝送するためのPRB番号と
、データを伝送するためのフレーム番号またはサブフレーム番号とを含む。
【０２３２】
　さらに、CQIのフィードバックの場合、ユーザ機器は判断されたTTI長に対応するフィー
ドバックリソースを使ってチャネル品質指標CQIを基地局へフィードバックし、それぞれ
のTTIでCQIに対し個別の符号化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれる
TTIでCQIに対し合同の符号化が遂行される。
【０２３３】
　アップリンクフィードバック情報のフィードバックの場合、ユーザ機器は判断されたTT
I長に対応するフィードバックリソースを使って基地局へダウンリンクデータのアップリ
ンクフィードバック情報を送信し、それぞれのTTIでアップリンクフィードバック情報に
対し個別の符号化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれるTTIでアップ
リンクフィードバック情報に対し合同の符号化が遂行される。
【０２３４】
　現在の伝送シナリオがユーザ機器によって遂行されるアップリンク伝送であり、データ
に対応するTTI長が第1のTTIであると判断されるなら、データは第1の送信ルールを使って
送信される。第1の送信ルールを使ってデータを送信する前に、ユーザ機器はユーザ機器
によって最後に伝送されたデータに対応するTTI長が変わるか否かを判断し、これが是で
ある場合に、ユーザ機器はHARQバッファを空にし、その後第1の送信ルールを使ってデー
タを送信するステップを遂行し、あるいはこれが是であって、尚且つ以前のデータがデー
タ伝送に使われたHARQプロセスで正常に伝送されていない場合に、ユーザ機器は引き続き
データを再送してよい。第1の送信ルールを使ってデータを送信した後に、ユーザ機器は
第1のTTIに対応する第1のフィードバックルールを使って基地局へデータをフィードバッ
クする。
【０２３５】
　現在の伝送シナリオがユーザ機器によって遂行されるアップリンク伝送であり、データ
に対応するTTI長が第2のTTIであると判断されるなら、データは第2の送信ルールを使って
送信される。第2の送信ルールを使ってデータを送信する前に、ユーザ機器はユーザ機器
によって最後に伝送されたデータに対応するTTI長が変わるか否かを判断し、これが是で
ある場合に、ユーザ機器はHARQバッファを空にし、その後第2の送信ルールを使ってデー
タを送信するステップを遂行し、あるいはこれが是であって、尚且つ以前のデータがデー
タ伝送に使われたHARQプロセスで正常に伝送されていない場合に、ユーザ機器は引き続き
データを再送してよい。第2の送信ルールを使ってデータを送信した後に、ユーザ機器は
第2のTTIに対応する第2のフィードバックルールを使って基地局へデータをフィードバッ
クする。第1のフィードバックルールに対応する第1のフィードバックリソースは第2のフ
ィードバックルールに対応する第2のフィードバックリソースと異なり、第2のフィードバ
ックリソースはそれぞれの第2のTTIに存在する。さらに、指示がTTIの変化を伝える場合
にHARQバッファの中にデータがまだあるなら、伝送または再送が完了した後にTTI長は変
更されてよい。
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【０２３６】
　実際の応用ではユーザ機器が様々な様態でTTI長を判断してよい。具体的には図10～図1
3の後述する実施形態を参照されたい。
【０２３７】
　尚、図9より後のTTIの実施形態で述べる制御メッセージはTTIの制御メッセージを指し
、本願で前述したRTTの実施形態における制御メッセージとは異なる。同様に、以降の実
施形態で述べる第1の制御メッセージや第2の制御メッセージ等もTTIの制御メッセージを
指す。ただし、実際の応用ではTTIとRTTの制御情報や指示情報が同じ制御メッセージを使
って送信されてよく、あるいは異なる制御メッセージを使って送信されてもよい。本発明
の実施形態でfirst（第1）やsecond（第2）といった連番は異なる制御情報機能を区別す
るために使われており、実際の制御メッセージの数量や種類を限定するものとして解釈し
てはならない。
【０２３８】
　基地局は、TTI長を指示するため、第1の制御メッセージを直接送信してよい。本発明の
一実施形態におけるデータ伝送方法の別の実施形態は下記ステップを含む。
【０２３９】
　1001．ユーザ機器は基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信する。
【０２４０】
　ユーザ機器は基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信し、第1の制御メッ
セージはデータ伝送のための対応するTTI長を指示するために使われる。
【０２４１】
　一例として述べると、第1の制御メッセージは上位層シグナリングか物理層シグナリン
グを用いて送信されてよい。
【０２４２】
　1002．ユーザ機器は第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するTTI長を
判断する。
【０２４３】
　ユーザ機器は第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するTTI長を判断す
る。
【０２４４】
　さらに、第1の制御メッセージはTTI長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプ
を使用することを指図するためにさらに使われてよい。第1の制御メッセージを使ってTTI
長が初めて設定された後に、ユーザ機器は様々なデータとTTI長との対応表を保管する。
ユーザ機器と基地局が互いにデータを伝送する際に、ユーザ機器はデータのタイプに従っ
て現在のデータ送信または受信に使われるべきTTI長を対応表で検索してよい。基地局が
別のときに上位層シグナリングを用いて様々なデータとTTI長との対応を更新するまでは
、ユーザ機器は基地局とのデータ伝送を遂行するたびに対応表を使ってTTI長を判断して
よい。
【０２４５】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はTTI長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はTT
I長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０２４６】
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　前述したデータタイプとTTI長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０２４７】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるTTI長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０２４８】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０２４９】
　様々なTTI長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用することを指図す
る役割を単独で果たすため、基地局が別の制御メッセージをさらに使ってよいことは理解
できるであろう。例えば、基地局は、第1の制御メッセージを送信する前に、様々なTTI長
に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用することを別の制御メッセージを
使って指図する。具体的な実装様態は実情に応じて判断されてよく、ここでは具体的に限
定されない。
【０２５０】
　1003．ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０２５１】
　ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べると、ユ
ーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送信する
ことと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器が基地
局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べると、
フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバックを
基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基地局に
よって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０２５２】
　実際の応用では、基地局によって送信される制御メッセージがTTI長とスケジューリン
グ粒度との対応を指示するためにさらに使われてよい。制御メッセージはRRC設定メッセ
ージであってよく、制御メッセージはTTI長とスケジューリング粒度との対応を含む。例
えば、長いTTIは粗いスケジューリング粒度に対応し、短いTTIは細かいスケジューリング
粒度に対応し、あるいは長いTTIは細かいスケジューリング粒度に対応し、短いTTIは粗い
スケジューリング粒度に対応する。
【０２５３】
　ユーザ端末は、前述した制御メッセージを受信した後に、制御メッセージによって指示
されるTTI長とスケジューリング粒度との関係に従って、制御メッセージの指示が再び受
信されるまで、通信を遂行する。例えば、制御メッセージは第1のTTI長のスケジューリン
グ粒度がn個のTTIであると指示し、第2のTTI長のスケジューリング粒度がm個のTTIである
と指示する。この場合、ユーザ端末が第1のTTI長を使って伝送を遂行するなら、第1のTTI
長のスケジューリング粒度はnであり、すなわち伝送はスケジューリングコマンドが受信
されるたびにn個のTTIで連続的に遂行されてよく、ユーザ端末が第2のTTI長を使って伝送
を遂行するなら、第2のTTI長のスケジューリング粒度はmであり、すなわち伝送はスケジ
ューリングコマンドが受信されるたびにm個のTTIで連続的に遂行されてよく、mとnは1よ
り大きい整数である。
【０２５４】
　基地局は、TTI長を指示するため、第2の制御メッセージで搬送されるTTI識別子を使用
する。図11を参照し、本発明の一実施形態におけるデータ伝送方法の別の実施形態は下記
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ステップを含む。
【０２５５】
　1101．ユーザ機器は基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信する。
【０２５６】
　ユーザ機器は基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信し、第2の制御メッ
セージはTTI識別子に対応するTTI長を通知するために使われる。
【０２５７】
　一例として述べると、第2の制御メッセージは上位層シグナリングを用いて基地局によ
って送信されてよい。
【０２５８】
　さらに、第2の制御メッセージはTTI長に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用
することを指図するためにさらに使われてよい。
【０２５９】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はTTI長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はTT
I長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０２６０】
　前述したデータタイプとTTI長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０２６１】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるTTI長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０２６２】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０２６３】
　さらに、第2の制御メッセージはTTI設定パラメータを含むメッセージであってよく、TT
I設定パラメータは、DCIスクランブル様態、TTI長タイプの指示情報、TTIに対応するSRS
設定パラメータ、TTIを使用するためのDM－RS設定情報、TTIを使用するためのSR設定情報
、TTIを使用するためのフィードバックリソース設定情報、TTIを使用するためのフィード
バックルール設定情報、TTIを使用するためのPDCCHリソース位置情報、TTIを使用するた
めのTBS表設定情報、TTIを使用するためのリソーススケジューリング粒度情報、またはTT
Iを使用するためのEPDCCHリソース位置情報のいずれか1つ、または少なくとも2つの組み
合わせを含む。
【０２６４】
　TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTIと第2のTTIであり、第1
のTTIの長さは第2のTTIの長さより大きいと仮定する。実際の応用で第1のTTIの設定パラ
メータはユーザ機器であらかじめ設定されてよく、あるいはプロトコルであらかじめ指定
されてよく、そうであるなら本発明の本実施形態でユーザ機器によって受信されるTTI設
定パラメータは第2のTTIの設定パラメータを具体的に指してよい。任意に選べることとし
て、第1のTTIの設定パラメータがあらかじめ設定されない場合、本発明の本実施形態でユ
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ーザ機器によって受信されるTTI設定パラメータは第1のTTIと第2のTTIの設定パラメータ
を含んでよい。
【０２６５】
　1102．ユーザ機器は物理層シグナリングを用いて基地局によって送信された第3の制御
メッセージを受信する。
【０２６６】
　ユーザ機器は物理層シグナリングを用いて基地局によって送信された第3の制御メッセ
ージを受信し、第3の制御メッセージはTTI識別子を含み、TTI識別子はデータ伝送のため
の対応するTTI長を指示するために使われる。
【０２６７】
　一例として述べると、第3の制御メッセージは物理層シグナリングを用いて基地局によ
って送信されてよい。さらに、第3の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。
【０２６８】
　一例として述べると、第3の制御メッセージは新たに規定されたDCIメッセージであって
よく、TTI長を指示するために使われるTTI識別子（shortenTTI）はDCIメッセージに加え
られる。
【０２６９】
　1103．ユーザ機器はTTI識別子に従ってデータ伝送のための対応するTTI長を判断する。
【０２７０】
　ユーザ機器はTTI識別子に従ってデータ伝送のための対応するTTI長を判断する。
【０２７１】
　一例として述べると、TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTI
と第2のTTIであり、第1のTTIの長さは第2のTTIの長さより大きいと仮定する。TTI識別子
はshortenTTIによって指示され、shortenTTI＝0ならデータ伝送のための対応するTTI長が
第1のTTIであると判断され、shortenTTI＝1ならデータ伝送のための対応するTTI長が第2
のTTIであると判断され、第2のTTIに対応するデータ送受ルールが使用される。あるいは
、TTI識別子がRRT長を直接指示する。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない
。
【０２７２】
　1104．ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０２７３】
　ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べると、ユ
ーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送信する
ことと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器が基地
局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べると、
フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバックを
基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基地局に
よって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０２７４】
　基地局は、TTI長を指示するため、第5の制御メッセージのRNTIスクランブルまたはデス
クランブル様態とTTI長との照合関係をさらに使ってよい。図12を参照し、本発明の一実
施形態におけるデータ伝送方法の別の実施形態は下記ステップを含む。
【０２７５】
　1201．ユーザ機器は上位層シグナリングを用いて基地局によって送信された第4の制御
メッセージを受信する。
【０２７６】
　ユーザ機器は上位層シグナリングを用いて基地局によって送信された第4の制御メッセ
ージを受信し、第4の制御メッセージはRNTIスクランブルまたはデスクランブル様態に対
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応するTTI長を通知するために使われる。
【０２７７】
　一例として述べると、第4の制御メッセージは上位層シグナリングを用いて基地局によ
って送信されてよい。
【０２７８】
　一例として述べると、様々なTTI長は様々なRNTIスクランブルまたはデスクランブル様
態に対応する。
【０２７９】
　さらに、第4の制御メッセージは、TTI長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイ
プを使用することを指図するためにさらに使われてよい。
【０２８０】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はTTI長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はTT
I長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０２８１】
　前述したデータタイプとTTI長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０２８２】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるTTI長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０２８３】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０２８４】
　一例として述べると、第4の制御メッセージはTTI設定パラメータを含むメッセージであ
ってよく、TTI設定パラメータは、DCIスクランブル様態（RNTIスクランブル様態と様々な
TTI長との対応と対応するRNTIデスクランブル様態とが設定される）、TTI長タイプの指示
情報、TTIに対応するSRS設定パラメータ、TTIを使用するためのDM－RS設定情報、TTIを使
用するためのSR設定情報、TTIを使用するためのフィードバックリソース設定情報、TTIを
使用するためのフィードバックルール設定情報、TTIを使用するためのPDCCHリソース位置
情報、TTIを使用するためのTBS表設定情報、TTIを使用するためのリソーススケジューリ
ング粒度情報、またはTTIを使用するためのEPDCCHリソース位置情報のいずれか1つ、また
は少なくとも2つの組み合わせを含む。
【０２８５】
　TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTIと第2のTTIであり、第1
のTTIの長さは第2のTTIの長さより大きいと仮定する。実際の応用で第1のTTIの設定パラ
メータはユーザ機器であらかじめ設定されてよく、そうであるなら本発明の本実施形態で
ユーザ機器によって受信されるTTI設定パラメータは第2のTTIの設定パラメータを具体的
に指してよい。任意に選べることとして、第1のTTIの設定パラメータがあらかじめ設定さ
れない場合、本発明の本実施形態でユーザ機器によって受信されるTTI設定パラメータは
第1のTTIと第2のTTIの設定パラメータを含んでよい。
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【０２８６】
　1202．ユーザ機器は基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信する。
【０２８７】
　ユーザ機器は基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信する。さらに、第5
の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。
【０２８８】
　一例として述べると、第5の制御メッセージは物理層シグナリングを用いて基地局によ
って送信されてよい。さらに、第5の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。
【０２８９】
　実際の応用では、様々なTTI長を区別するため、基地局側は様々なRNTIスクランブラ様
態でDCIメッセージをスクランブルしてよい。
【０２９０】
　一例として述べると、第5の制御メッセージは新たに規定されたDCIメッセージであって
よい。shortenTTI＝1なら（つまりshortenTTIが第2のTTIであるなら）、新たなRNTI（つ
まり第4の制御メッセージを用いて通知されるRTT長に対応するRNTI）がスクランブルに使
われる。PDCCHで新たなDCIメッセージが伝送され、ユーザ機器は、DCIメッセージを受信
する際に、第4の制御メッセージを使って通知されたRTT長に対応するRNTIを使って第5の
制御メッセージをデスクランブルする。
【０２９１】
　1203．ユーザ機器は第4の制御メッセージを使って通知されたRTT長に対応するRNTIを使
って第5の制御メッセージをデスクランブルする。
【０２９２】
　ユーザ機器は第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行し、尚且つ第5の制
御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行する様態に従ってデータ伝送のための対応
するTTI長を判断する。
【０２９３】
　一例として述べると、TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTI
と第2のTTIであり、第1のTTIの長さは第2のTTIの長さより大きいと仮定する。第1のRNTI
を使ってDCIに対して遂行されるデスクランブルが成功する場合は、データ伝送のための
対応するRTT長が第1のTTIであると判断され、第2のRNTIを使ってDCIに対して遂行される
デスクランブルが成功する場合は、データ伝送のための対応するTTIが第2のTTIであると
判断される。
【０２９４】
　1204．ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０２９５】
　ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べると、ユ
ーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送信する
ことと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器が基地
局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べると、
フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバックを
基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基地局に
よって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０２９６】
　一例として述べると、第1のRNTI（つまり長いTTIに対応するデスクランブル様態）を用
いてDCIに対して遂行されるデスクランブルが成功する場合は第1のTTIに対応するデータ
送受ルールが使用され、第2のRNTI（つまり短いTTIに対応するデスクランブル様態）を用
いてDCIに対して遂行されるデスクランブルが成功する場合は第2のTTIに対応するデータ
送受ルールが使用される。
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【０２９７】
　基地局は、TTI長を指示するため、制御チャネルのタイプとTTI長との対応をさらに使用
してよい。図13を参照し、本発明の一実施形態におけるデータ伝送方法の別の実施形態は
下記ステップを含む。
【０２９８】
　1301．ユーザ機器は基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信する。
【０２９９】
　ユーザ機器は基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信し、第6の制御メッ
セージは制御チャネルのタイプに対応するTTI長を通知するために使われる。
【０３００】
　具体的に述べると、制御チャネルの様々なタイプは様々なチャネルリソースを有する制
御チャネルを指示し、チャネルリソースは時間領域リソースと周波数領域リソースとを含
む。
【０３０１】
　一例として述べると、時間領域における様々なチャネルリソースは様々なTTI、様々な
タイムスロット、様々なOFDMシンボル、様々なサブフレーム、様々な無線フレーム等であ
ってよく、本発明の本実施形態で具体的に限定されない。周波数領域における様々なチャ
ネルリソースは様々なサブキャリア、様々な物理的リソースブロック、様々なコンポーネ
ントキャリア等であってよく、本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０３０２】
　一例として述べると、第6の制御メッセージは上位層シグナリングを用いて基地局によ
って送信されてよい。
【０３０３】
　さらに、第6の制御メッセージはTTI長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプ
を使用することを指図するためにさらに使われてよい。
【０３０４】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はTTI長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はTT
I長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０３０５】
　前述したデータタイプとTTI長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０３０６】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるTTI長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０３０７】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０３０８】
　1302．ユーザ機器は制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセ
ージを受信する。
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【０３０９】
　ユーザ機器は制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセージを
受信する。一例として述べると、第7の制御メッセージは物理層シグナリングを用いて基
地局によって送信されてよい。さらに、第7の制御メッセージはDCIメッセージであってよ
い。制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様々なタイプは様
々なTTI長に対応する。
【０３１０】
　1303．ユーザ機器は制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデータ伝
送のための対応するTTI長を判断する。
【０３１１】
　ユーザ機器は制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデータ伝送のた
めの対応するTTI長を判断する。
【０３１２】
　一例として述べると、TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTI
と第2のTTIであり、第1のTTIの長さは第2のTTIの長さより大きいと仮定する。さらに、制
御チャネルは物理ダウンリンク制御チャネル（PDCCH、Physical Downlink Control chann
el）であってよく、あるいは改良物理ダウンリンク制御チャネル（EPDCCH、Enhanced Pyh
sical Downlink Control Channle）であってよい。PDCCHは第1のTTIに対応し、EPDCCHは
第2のTTIに対応する。つまり、DCIメッセージが第2のTTIに対応するEPDCCHで検出される
場合は現在のデータ伝送のTTI長が第2のTTIであると判断され、DCIメッセージがPDCCHで
検出される場合は現在のデータ伝送のTTI長が第1のTTIであると判断される。PDCCHでsymb
ol 0およびsymbol 1は第1のTTIに対応し、第3のsymbolは第2のTTIに対応し、EPDCCHでサ
ブキャリアn～mは第1のTTIに対応し、サブキャリアi～kは第2のTTIに対応する。
【０３１３】
　実際の応用でTTIに2つ以上のタイプがある場合は、データをスケジュールするためより
多くの制御チャネルが設計される必要がある。例えば、各TTIの第1のN個のシンボル（Nは
0以上）でPDCCHは要件に従って設計され、および／またはデータをスケジュールするため
新たなEPDCCHが設計される。例えば、各TTIのM番目からN番目のサブキャリアまたはPRB（
Mは0以上、Nは0以上、NはM以上）でEPDCCHは要件に従って設計され、ユーザ機器はPDCCH
とEPDCCHとをリスンすることによってデータを伝送する。
【０３１４】
　1304．ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０３１５】
　ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べると、ユ
ーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送信する
ことと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器が基地
局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べると、
フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって送信さ
れたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバックを
基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基地局に
よって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０３１６】
　前述した実施形態が別々に実装されてよいこと、あるいは合同で実装されてよいことは
理解できるであろう。これは本発明の実施形態で具体的に限定されない。
【０３１７】
　実際の応用では無線ネットワークにおけるデータパケットの送信と伝送との間にタイミ
ング関係があり、ネットワーク側はハードウェア改善の前後に存在する2つのタイプのTTI
のシナリオを検討する必要がある。このため、本発明の一実施形態ではデータ伝送のため
のリソースの計算様態に改良がなされる。図14を参照し、本発明の一実施形態におけるデ
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ータ伝送方法の別の実施形態は下記ステップを含む。
【０３１８】
　1401．ユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信する。
【０３１９】
　ユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信する。具体的に述べると
、制御メッセージはユーザ機器と基地局とによるデータ伝送のTTI長を指示するために使
われる。
【０３２０】
　1402．ユーザ機器は制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するTTI長を判断する。
【０３２１】
　ユーザ機器は制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに
対応するTTI長を判断する。一例として述べると、TTI長は第1のTTIと第2のTTIとを含んで
よく、第1のTTIは第2のTTIより大きい。
【０３２２】
　TTI長は、特定の時間値を用いて、例えば0．5msを用いて、指示されてよく、あるいはO
FDMシンボルの数量を用いて、例えば7個のOFDMシンボルを用いて、指示されてよい。TTI
長の具体的な表現と実装は実情に応じて判断されてよく、ここで限定されないことは理解
できるであろう。
【０３２３】
　1403．ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送のためのリソースを判断する
。
【０３２４】
　実際の応用では、データの送信または受信に使われるリソースの計算時にTTI識別子に
よって指示されるTTI長に従ってTTI長に対応するオフセットが加えられる。具体的な実施
形態の様態は実施形態7のそれと基本的に同じであり、ここでは詳細を繰り返し説明しな
い。
【０３２５】
　本発明の本実施形態では、データの送信または受信に使われるリソースの計算時にTTI
識別子によって指示されるTTI長に従ってTTI長に対応するオフセットが加えられる。この
ため、2タイプのRTTに対応するデータの伝送シナリオで2タイプのTTIに対応するデータは
周波数領域リソースで互い違いに配置でき、データ間の衝突は回避される。
【０３２６】
　あるいは、フィードバックを送信するTTIがデータを送信するTTIと異なる場合は、例え
ばフィードバックを送信するTTIが第1のTTIであってデータを送信するTTIが第2のTTIであ
る場合は、第2のTTIを使って伝送されるデータの2つ以上のフィードバックが1つの第1のT
TIでまとめて送信されてよい。
【０３２７】
　実際の応用では最初のアクセスのときにユーザ機器のためにTTI長が設定されてよい。
図15を参照し、本発明の一実施形態におけるデータ伝送方法の別の実施形態は下記ステッ
プを含む。
【０３２８】
　1501．ユーザ機器は基地局によって送信されたブロードキャストメッセージを受信する
。
【０３２９】
　ユーザ機器は基地局によって送信されたブロードキャストメッセージを受信し、ブロー
ドキャストメッセージは第2のTTIに対応するランダムアクセスチャネル（RACH、Random A
ccess Channel）リソースとpreambleとを含み、第2のTTIはTTI長の1タイプであり、第1の
TTIと第2のTTIとがあり、第1のTTIは第2のTTIより大きい。
【０３３０】
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　任意に選べることとして、ユーザ機器が基地局によって送信されるブロードキャストメ
ッセージを受信する前に、基地局はブロードキャストメッセージを使ってPRACHリソース
とpreambleの設定パラメータをユーザ機器へ送信する。
【０３３１】
　1502．ユーザ機器が第2のTTI長をサポートする場合、ユーザ機器は第2のTTI長に対応す
るRACHリソースとpreambleとを使ってランダムアクセスを遂行する。
【０３３２】
　ブロードキャストメッセージを受信した後に、ユーザ機器はユーザ機器が第2のTTIをサ
ポートするか否かを判断し、ユーザ機器が第2のTTIをサポートする場合、ユーザ機器は第
2のTTIに対応するPRACHリソースとpreambleとを使ってランダムアクセスを遂行する。
【０３３３】
　基地局側で基地局が第2のTTIに対応するPRACHでpreambleを受信する場合は、ユーザ機
器が第2のTTIを使ってデータ伝送を遂行できると考えられ、基地局は第2のTTIに対応する
送受ルールを使ってユーザ機器とのデータ伝送を遂行し、基地局が第1のTTIに対応するRA
CHでpreambleを受信する場合、基地局は第1のTTIに対応する送受ルールを使ってユーザ機
器とのデータ伝送を遂行する。
【０３３４】
　本発明におけるTTIの実施形態とRTTの実施形態が別々に実装されてよいこと、あるいは
合同で実装されてよいことは理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に
限定されない。
【０３３５】
　TTIの実施形態とRTTの実施形態の前述したステップが遂行される前に、ユーザ機器がユ
ーザ機器のTTI能力および／またはRTT能力を報告してよいことは理解できるであろう。具
体的に述べると、ユーザ機器は能力を能動的に報告してよく、あるいはネットワーク側が
問い合わせを遂行し、その後ユーザ機器が能力を報告する。使用されるメッセージは、RR
Cメッセージ、またはMAC CE等のMAC層の制御メッセージ、またはMsg3メッセージ、または
preamble等の物理層の制御メッセージであってよい。これは本発明の本実施形態で具体的
に限定されない。
【０３３６】
　具体的に述べると、ユーザ機器はサポートされたTTI長および／またはサポートされたR
TT長に関する情報を報告してよく、あるいは短いTTIがサポートされるか否かに関する情
報のみ、および／または短いRTTがサポートされるか否かに関する情報のみ報告してよい
。
【０３３７】
　さらに、基地局はユーザ機器によって報告される能力情報に従って前述した実施形態の
TTI設定および／またはRTT設定とデータ伝送とを遂行する。ここでは詳細を繰り返し説明
しない。
【０３３８】
　さらに、ハンドオーバーのときにソース基地局はユーザ機器の能力情報をターゲット基
地局へ送信してよく、ユーザ機器の能力を知ったターゲット基地局はTTIおよび／またはR
TTを設定し、使用し、データ伝送を遂行する。具体的なメッセージはX2インターフェース
（基地局間インターフェース）メッセージであってよく、あるいはS1インターフェース（
基地局・コアネットワーク間インターフェース）メッセージであってよく、ここでは詳細
を繰り返し説明しない。
【０３３９】
　さらに、ユーザ機器の能力を報告する前または後に、ユーザ機器は、基地局によってサ
ポートされるTTIおよび／またはRTTの能力情報を指示するため基地局によって送信される
制御メッセージを受信する。具体的な応用において、制御メッセージは、RRC設定メッセ
ージ等の上位層シグナリングを用いて送信される制御メッセージまたはブロードキャスト
メッセージを含んでよく、MAC CE等のMAC層の制御メッセージ、またはMsg4メッセージで
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あってよく、あるいはDCIメッセージ等の物理層の制御メッセージであってよい。制御メ
ッセージはeNodeBの能力情報を含み、能力情報はeNodeBでサポートできるTTI長および／
またはRTT長を含む。
【０３４０】
　様々なTTIおよび／または様々なRTTが共存する場合は、様々なTTIおよび／または様々
なRTTに使われる物理的リソース間の衝突の回避を考慮する必要がある。具体的な方法は
次の通りである。
【０３４１】
　様々なTTIおよび／または様々なRTTに使われる物理的リソースは時間領域において、ま
たは周波数領域において、互い違いに配置される。前述した実施形態を参照し、様々なTT
I長および／または様々なRTT長が設定される場合は、様々なTTIおよび／または様々なRTT
に使われる物理的リソースが同時に設定されてよい。物理的リソースは、PDCCHリソース
、EPDCCHリソース、PDSCHリソース、PUSCHリソース、PUCCHリソース、またはPHICHリソー
スのうち、いずれか1つ以上を含む。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない
。
【０３４２】
　実際の応用でユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、様々なキャリア
に対し様々なTTIおよび／または様々なRTTが設定されてよい。具体的な方法は次の通りで
ある。
【０３４３】
　ユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信する。
【０３４４】
　ユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信する。具体的に述べると
、制御メッセージはキャリアとTTI長および／またはRTT長との関係を指示するために使わ
れる。
【０３４５】
　具体的な応用において、制御メッセージは、RRC設定メッセージ等の上位層シグナリン
グを用いて送信される制御メッセージを含んでよく、あるいはMAC CE等のMACシグナリン
グを用いて送信される制御メッセージを含んでよい。具体的に述べると、制御メッセージ
はそれぞれのキャリアでデータ伝送を遂行するのに使われるTTI長および／またはRTT長を
指示してよく、あるいはそれぞれのTTI長に対応する優先順位、および／またはそれぞれ
のRTT長に対応する優先順位を、例えば最も短いTTI長に対応する最も高い優先順位、およ
び／または最も短いRTT長に対応する最も高い優先順位を、含んでよい。
【０３４６】
　さらに、制御メッセージは、無線ベアラ（RB、Radio bearer）とスケジューリング粒度
との対応を指示するためにさらに使われてよい。例えば、データ量が多いRBは粗いスケジ
ューリング粒度に対応し、データ量が少ないRBは細かいスケジューリング粒度に対応する
。
【０３４７】
　ユーザ端末は、前述した制御メッセージを受信した後に、制御メッセージによって指示
される無線ベアラとスケジューリング粒度との関係に従って、制御メッセージの指示が再
び受信されるまで、通信を遂行する。例えば、制御メッセージは無線ベアラ1のスケジュ
ーリング粒度がn個のTTIであると指示し、無線ベアラ2のスケジューリング粒度がm個のTT
Iであると指示する。この場合、ユーザ端末が無線ベアラ1で伝送を遂行するなら、伝送は
スケジューリングコマンドが受信されるたびにn個のTTIで連続的に遂行されてよく、ユー
ザ端末が無線ベアラ2で伝送を遂行するなら、伝送はスケジューリングコマンドが受信さ
れるたびにm個のTTIで連続的に遂行されてよく、mとnは1より大きい整数である。
【０３４８】
　さらに、ユーザ端末は、前述した制御メッセージを受信した後に、制御メッセージによ
って指示されるキャリアとTTI長および／またはRTT長との関係に従って、制御メッセージ
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の指示が再び受信されるまで、通信を遂行する。例えば、キャリア1は第1のTTI長および
／または第1のRTT長を使用し、キャリア2は第2のTTI長および／または第2のRTT長を使用
する。つまり、キャリア1の全無線ベアラでデータ伝送（データ、フィードバック、およ
びシグナリングの伝送を含む）を遂行するのに使われるTTI長および／またはRTT長は第1
のTTI長および／または第1のRTT長であり、キャリア2の全無線ベアラでデータ伝送（デー
タ、フィードバック、およびシグナリングの伝送を含む）を遂行するのに使われるTTI長
および／またはRTT長は第2のTTI長および／または第2のRTT長である。
【０３４９】
　さらに、ユーザ端末は、前述した制御メッセージを受信した後に、制御メッセージによ
って指示されるキャリアとTTI長および／またはRTT長との関係と、各キャリアにおけるTT
I長の優先順位関係および／またはRTT長の優先順位関係とに従って通信を遂行する。例え
ば、キャリア1は第1のTTI長および／または第1のRTT長を使用し、キャリア2は第2のTTI長
および／または第2のRTT長を使用し、第1のTTI長の優先順位および／または第1のRTT長の
優先順位は第2のTTI長の優先順位および／または第2のRTT長の優先順位より高い。キャリ
ア1とキャリア2が多重化されると、優先順位が高いTTI長および／またはRTT長を使って、
すなわち第1のTTI長および／または第1のRTT長を使って、データ伝送（データ、フィード
バック、およびシグナリングの伝送を含む）が遂行される。
【０３５０】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０３５１】
　不連続受信（DRX、Discontinue Receiving）におけるタイマーの作動はTTIの変化の影
響を受け、DRXのタイマーは無活動タイマーや再送タイマー等を含むことは理解できるで
あろう。TTIが変化した後のDRXにおける操作手順は次の通りである。
【０３５２】
　ユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信する。
【０３５３】
　ユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信する。具体的に述べると
、制御メッセージは各キャリアのDRXパラメータを指示するために使われ（マルチキャリ
アシナリオ）、DRXパラメータはキャリアによってサポートされるTTI長に関係し、様々な
TTI長は様々なDRXパラメータに対応する。
【０３５４】
　具体的な応用において、制御メッセージはRRC設定メッセージ等の上位層シグナリング
を用いて送信される制御メッセージを含んでよい。制御メッセージは各キャリアのDRXパ
ラメータ情報を含む。それぞれのキャリアのDRXパラメータは同じであってよく、あるい
は異なってよい。
【０３５５】
　さらに、ユーザ端末は、前述した制御メッセージを受信した後に、各キャリアのDRXパ
ラメータ情報を記録する。ユーザ端末は各キャリアのDRXパラメータに従って各キャリア
がDRX状態に入ることができるか否かを判断し、キャリアがDRX状態に入った後に、当該キ
ャリアのTTI長に従って計時を遂行する。ユーザ端末は当該キャリアがDRX on状態にある
場合に限り当該キャリアのPDCCHチャネルをリスンし、あるいはユーザ端末は全てのキャ
リアがDRX on状態にある場合にある場合に限り当該キャリアのPDCCHチャネルをリスンす
る。
【０３５６】
　さらに、ユーザ端末は、前述した制御メッセージを受信した後に、各キャリアのDRXパ
ラメータ情報を記録する。ユーザ端末は各キャリアのDRXパラメータに従って各キャリア
がDRX状態に入ることができるか否かを判断し、キャリアがDRX状態に入った後に、通常の
TTI長に従って、すなわち既存のTTI長に従って、計時を遂行する。ユーザ端末は当該キャ
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リアがDRX on状態にある場合に限り当該キャリアのPDCCHチャネルをリスンし、あるいは
ユーザ端末は全てのキャリアがDRX on状態にある場合にある場合に限り当該キャリアのPD
CCHチャネルをリスンする。
【０３５７】
　さらに、ユーザ端末は、前述した制御メッセージを受信した後に、各キャリアのDRXパ
ラメータ情報を記録する。ユーザ端末は各キャリアのDRXパラメータに従って各キャリア
がDRX状態に入ることができるか否かを判断し、キャリアがDRX状態に入った後に、全キャ
リアの最短TTI長に従って計時を遂行する。ユーザ端末は当該キャリアがDRX on状態にあ
る場合に限り当該キャリアのPDCCHチャネルをリスンし、あるいはユーザ端末は全てのキ
ャリアがDRX on状態にある場合にある場合に限り当該キャリアのPDCCHチャネルをリスン
する。
【０３５８】
　これ以降は前述したデータ伝送方法を実行するよう構成された本発明のユーザ機器の一
実施形態を説明する。ユーザ機器の論理的構造については図16を参照されたい。本発明の
一実施形態におけるユーザ機器の一実施形態は、
　基地局によって送信された制御メッセージを受信するよう構成された受信ユニット1601
であって、制御メッセージはユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するRT
T長を判断するために使われる、受信ユニット1601と、
　制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応する往復
時間RTT長を判断するよう構成された判断ユニット1602と、
　RTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するよう構成された伝送ユニット1603とを
含む。
【０３５９】
　具体的に述べると、RTT長が制御メッセージによって直接指示されるシナリオにおいて
、
　受信ユニット1601は、
　基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第1
の制御メッセージはデータ伝送のための対応するRTT長を指示するために使われ、
　判断ユニット1602は、
　第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するRTT長を判断するよう具体的
に構成される。
【０３６０】
　具体的に述べると、RTT長がRTT識別子によって指示されるシナリオにおいて、
　受信ユニット1601は、
　基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第2
の制御メッセージはRTT識別子に対応するRTT長を通知するために使われ、尚且つ受信ユニ
ット1601は、
　基地局によって送信された第3の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第3
の制御メッセージはRTT識別子を含み、RTT識別子はデータ伝送のための対応するRTT長を
指示するために使われ、
　判断ユニット1602は、
　RTT識別子に従ってデータ伝送のための対応するRTT長を判断するよう具体的に構成され
る。
【０３６１】
　具体的に述べると、RTT長がRNTIスクランブル様態によって指示されるシナリオにおい
て、
　受信ユニット1601は、
　基地局によって送信された第4の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第4
の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するRTT長を通知するために使われ、尚
且つ受信ユニット1601は、
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　基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第5
の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はRTT長に対応し、
　判断ユニット1602は、
　第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行し、尚且つ第4の制御メッセージ
に対しRNTIデスクランブルを遂行する様態に従ってデータ伝送のための対応するRTT長を
判断するよう具体的に構成される。
【０３６２】
　具体的に述べると、RTT長が制御チャネルによって指示されるシナリオにおいて、
　受信ユニット1601は、
　基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第6
の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するRTT長を通知するために使われ、尚
且つ受信ユニット1601は、
　制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセージを受信するよう
具体的に構成され、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様
々なタイプは様々なRTT長に対応し、
　判断ユニット1602は、
　第7の制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデータ伝送のための対
応するRTT長を判断するよう具体的に構成される。
【０３６３】
　具体的に述べると、制御メッセージは上位層シグナリングか物理層シグナリングを用い
て基地局によって送信される。
【０３６４】
　具体的に述べると、制御メッセージはRTT長に個別に対応する伝送されるべきデータの
タイプを使用することを指図するためにさらに使われる。
【０３６５】
　具体的に述べると、ユーザ機器は、
　RTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するためのリソースを判断するよう構成さ
れたリソース判断ユニット1604をさらに含み、ユーザ機器と基地局は様々なリソースを使
って様々なRTT長に対応するデータを互いに伝送する。
【０３６６】
　伝送ユニット1603は、
　ユーザ機器により、リソースを使って基地局とのデータ伝送を遂行するよう具体的に構
成される。
【０３６７】
　さらに、リソース判断ユニット1604は、
　データの伝送がフィードバック情報の伝送である場合に、フィードバック情報の伝送に
使われるリソースを計算する際に、RTT識別子によって指示されるRTT長に従って、RTT長
に対応するオフセットを加えるよう具体的に構成される。
【０３６８】
　具体的に述べると、オフセットは上位層シグナリングを用いて基地局によって通知され
、あるいは物理層シグナリングメッセージの中で設定される。
【０３６９】
　さらに、リソース判断ユニット1604は、フィードバック情報の伝送がダウンリンクデー
タのアップリンクフィードバックである場合に、ユーザ機器により、フィードバックの周
波数領域リソースが次式を満たすことを判断するよう具体的に構成され、ここで
【数５７】

はポート0に対応する周波数領域リソース位置であり、
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はポート1に対応する周波数領域リソース位置である。
【０３７０】
　伝送にPDCCHが使われる場合は式1および式2が満たされ、
式1：

【数５９】

および
式2：

【数６０】

ここで
　nCCEはダウンリンクデータをスケジュールするダウンリンクデータのスケジューリング
コマンドによって占められる物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHの最低の、最高の、ま
たは特定の制御チャネル要素CCE位置であり、

【数６１】

は物理アップリンク制御チャネルPUCCHの周波数領域開始位置であり、offsetはオフセッ
トであって整数である。
【０３７１】
　EPDCCHが使われ、尚且つEPDCCH伝送が分散伝送である場合は、式3および式4が満たされ
、
式3：

【数６２】

および
式4：
【数６３】

あるいは
　EPDCCHが使われ、尚且つEPDCCH伝送が集中伝送である場合は、式5および式6が満たされ
、
式5：
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【数６４】

および
式6：

【数６５】

ここで
　nECCE，qはダウンリンクデータをスケジュールするダウンリンクデータのスケジューリ
ングコマンドによって占められる改良物理ダウンリンク制御チャネルEPDCCHによって使わ
れるEPDCCH－PRB－set qの最低の、最高の、または特定の制御チャネル要素CCE位置であ
り、

【数６６】

は上位層シグナリングを用いて設定されるパラメータであり、ΔARQは物理層制御シグナ
リングを用いて通知されるパラメータであり、
【数６７】

はEPDCCH－PRB－set qにおける各PRBのCCEの数量であり、n’はアンテナポートによって
判断され、offsetはオフセットであって整数である。
【０３７２】
　さらに、リソース判断ユニット1904は、フィードバック情報の伝送がアップリンクデー
タのダウンリンクフィードバックである場合に、ユーザ機器により、フィードバックのリ
ソース
【数６８】

が式7および式8を満たすことを判断するよう具体的に構成され、ここで
【数６９】

は物理的ハイブリッド自動再送要求指示チャネルPHICHのグループ番号であり、
【数７０】
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はグループ番号に対応するグループにおける直交シーケンス番号であり、
式7は
【数７１】

であり
式8は
【数７２】

であり、ここで
　nDMRSは最近のPDCCHでアップリンクDCIを用いて指示される復調参照信号DMRS領域の循
環シフトマッピングであり、
【数７３】

はPHICHの拡散因子であり、
　IPRB＿RAは第1のコードワードがアップリンクDCIによって指示されるPUSCHの最も低いP
RBインデックスであることと、第2のコードワードがアップリンクDCIによって指示される
PUSCHの最も低いPRBインデックス＋1であることとを示し、
【数７４】

はPHICHのgroup量であり、
　Ngroup1はオフセットである。
【０３７３】
　RTT長に基づくデータ伝送方法を実行するよう構成されたユーザ機器のユニットの具体
的作業は以下に説明され、下記を含む。
　受信ユニット1601は基地局によって送信された制御メッセージを受信する。具体的に述
べると、制御メッセージは、基地局とのデータ伝送を遂行するため、ユーザ機器と基地局
との間で伝送されるデータに対応するRTT長を判断するために使われる。
【０３７４】
　具体的な応用において、制御メッセージは、上位層シグナリングを用いて送信される制
御メッセージを、例えば無線リソース制御（RRC、Radio Resource Control）設定メッセ
ージを、含んでよく、あるいは物理層シグナリングを用いて送信される制御メッセージを
、例えばダウンリンク制御情報（DCI、Downlink Control Information）メッセージを、
含んでよい。一例として述べると、上位層シグナリングは専用シグナリングとブロードキ
ャストメッセージとを含む。
【０３７５】
　具体的に述べると、RTT長は上位層シグナリングを用いて送信される制御メッセージに
よって直接指示されてよく、あるいはRTT長のタイプが上位層シグナリングを用いて送信
される制御メッセージによって指示され、その後、使用すべき特定タイプのRTT長が物理
層シグナリングを用いて送信される制御メッセージによって指示される。
【０３７６】
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　判断ユニット1602は制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するRTT長を判断する。
【０３７７】
　RTT長は、特定の時間値を用いて、例えば4msを用いて、指示されてよく、あるいはTTI
の数量を用いて、例えば8個のTTIを用いて、指示されてよく、あるいはOFDMシンボルの数
量を用いて、例えば20個のOFDMシンボルを用いて、指示されてよい。RTT長の具体的な表
現と実装は実情に応じて判断されてよく、ここで限定されないことは理解できるであろう
。
【０３７８】
　RTT長に2つ以上のタイプがあり得ることは理解できるであろう。一例として述べると、
制御メッセージは1タイプのRTT長を指示してよく、これを踏まえてユーザ機器は対応する
データの送信または受信にどのタイプのRTTが使われるかを判断する。任意に選べること
として、制御メッセージは2タイプ以上のRTT長を指示してよく、これを踏まえてユーザ機
器は2タイプのRTTが個別に対応するデータの送信または受信を判断する。実際の応用では
制御メッセージの実装様態が実情に応じて判断されてよく、ここでは具体的に限定されな
い。
【０３７９】
　伝送ユニット1603はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べる
と、ユーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって
送信されたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送
信することと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器
が基地局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べ
ると、フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって
送信されたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバ
ックを基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基
地局によって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０３８０】
　本発明の本実施形態でユーザ機器は基地局によって送信された制御メッセージを受信で
き、ユーザ機器は制御メッセージに従って基地局とのデータ伝送を遂行するためのRTT長
を判断でき、対応するRTT長に適したデータ送信または受信様態で基地局とのデータ伝送
をさらに遂行できる。したがって、データ伝送過程で異なるRTT長によって生じる衝突問
題は解決される。
【０３８１】
　一例として述べると、RTT長が制御メッセージによって直接指示されるシナリオにおい
て、
　受信ユニット1601は基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信し、第1の制
御メッセージはデータを伝送するための対応するRTT長を指示するために使われる。具体
的に述べると、データはユーザ機器によって現在伝送されるべきデータを指す。
【０３８２】
　判断ユニット1602は第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するRTT長を
判断する。
【０３８３】
　さらに、第1の制御メッセージはRTT長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプ
を使用することを指図するためにさらに使われてよい。第1の制御メッセージを使ってRTT
長が初めて設定された後、ユーザ機器は様々なデータとRTT長との対応表を保管する。ユ
ーザ機器と基地局が互いにデータを伝送する際に、ユーザ機器はデータのタイプに従って
現在のデータ送信または受信に使われるべきRTT長を対応表で検索してよい。基地局が別
のときに上位層シグナリングを用いて様々なデータとRTT長との対応を更新するまでは、
ユーザ機器は基地局とのデータ伝送を遂行するたびに対応表を使ってRTT長を判断してよ
い。
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【０３８４】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はRTT長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はRT
T長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々な「IPアドレスおよびポー
ト番号」を有するデータフローであってよい。
【０３８５】
　前述したデータタイプとRTT長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０３８６】
　様々なRTT長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用することを指図す
る役割を単独で果たすため、基地局が別の制御メッセージをさらに使ってよいことは理解
できるであろう。例えば、基地局は、第1の制御メッセージを送信する前に、様々なRTT長
に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用することを別の制御メッセージを
使って指図する。具体的な実装様態は実情に応じて判断されてよく、ここでは具体的に限
定されない。
【０３８７】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるRTT長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０３８８】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０３８９】
　伝送ユニット1603はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べる
と、ユーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって
送信されたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送
信することと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器
が基地局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べ
ると、フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって
送信されたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバ
ックを基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基
地局によって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０３９０】
　一例として述べると、RTT長がRTT識別子によって指示されるシナリオにおいて、
　受信ユニット1601は基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信し、第2の制
御メッセージはRTT識別子に対応するRTT長を通知するために使われる。
【０３９１】
　一例として述べると、第2の制御メッセージは上位層シグナリングを用いて基地局によ
って送信されてよい。
【０３９２】
　さらに、第2の制御メッセージはRTT長に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用
することを指図するためにさらに使われてよい。
【０３９３】
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　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はRTT長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はRT
T長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０３９４】
　前述したデータタイプとRTT長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０３９５】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるRTT長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０３９６】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０３９７】
　受信ユニット1601は物理層シグナリングを用いて基地局によって送信された第3の制御
メッセージを受信し、第3の制御メッセージはRTT識別子を含み、RTT識別子はデータ伝送
のための対応するRTT長を指示するために使われる。
【０３９８】
　第3の制御メッセージは物理層シグナリングを用いて基地局によって送信されてよい。
さらに、第3の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。
【０３９９】
　第3の制御メッセージは新たに規定されたDCIメッセージであってよく、RTT長を指示す
るために使われるRTT識別子（shortenRTTIndicator）はDCIメッセージに加えられる。
【０４００】
　判断ユニット1602はRTT識別子に従ってデータ伝送のための対応するRTT長を判断する。
【０４０１】
　RTT長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のRTTと第2のRTTであり、第1
のRTTの長さは第2のRTTの長さより大きいと仮定する。RTT識別子はshortenRTTIndicator
によって指示され、shortenRTTIndicator＝0ならデータ伝送のための対応するRTT長が第1
のRTTであると判断され、shortenRTTIndicator＝1ならデータ伝送のための対応するRTT長
が第2のRTTであると判断され、第2のRTTに対応するデータ送受ルールが使用される。ある
いは、RTT識別子がRTT長を直接指示する。これは本発明の本実施形態で具体的に限定され
ない。
【０４０２】
　データ伝送ユニット1603はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に
述べると、ユーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局に
よって送信されたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデー
タを送信することと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユー
ザ機器が基地局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的
に述べると、フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局に
よって送信されたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィ
ードバックを基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機
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器は基地局によって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０４０３】
　RTT長が第1のRTTであると判断される場合は第1のRTTに対応するデータ送受ルールが使
用され、あるいはRTT長が第2のRTTであると判断される場合は第2のRTTに対応するデータ
送受ルールが使用される。
【０４０４】
　さらに、第2の制御メッセージが様々なRTT長に個別に対応する伝送されるべきデータの
タイプを使用することを指図する場合、ユーザ機器はRTT長に対応するタイプのデータを
伝送する。
【０４０５】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるRTT長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０４０６】
　一例として述べると、RTT長がRNTIスクランブル様態によって指示されるシナリオにお
いて、
　受信ユニット1601は基地局によって送信された第4の制御メッセージを受信し、第4の制
御メッセージはRNTIスクランブルまたはデスクランブル様態に対応するRTT長を通知する
ために使われる。
【０４０７】
　第4の制御メッセージは上位層シグナリングを用いて基地局によって送信されてよい。
【０４０８】
　様々なRTT長は様々なRNTIスクランブルまたはデスクランブル様態に対応する。
【０４０９】
　さらに、第4の制御メッセージはRTT長に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用
することを指図するためにさらに使われてよい。
【０４１０】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はRTT長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はRT
T長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０４１１】
　前述したデータタイプとRTT長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０４１２】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるRTT長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０４１３】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０４１４】
　受信ユニット1601は基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信する。さら
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に、第5の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。
【０４１５】
　第5の制御メッセージは物理層シグナリングを用いて基地局によって送信されてよい。
さらに、第5の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。
【０４１６】
　実際の応用では、様々なRTT長を区別するため、基地局側は様々なRNTIスクランブラ様
態でDCIメッセージをスクランブルしてよい。
【０４１７】
　第5の制御メッセージは新たに規定されたDCIメッセージであってよい。shortenRTTが第
2のRTTであるなら、新たなRNTI（つまり第4の制御メッセージを用いて通知されるRTT長に
対応するRNTI）がスクランブルに使われる。PDCCHで新たなDCIメッセージが伝送され、ユ
ーザ機器は、DCIメッセージを受信する際に、第4の制御メッセージを使って通知されたRT
T長に対応するRNTIを使って第5の制御メッセージをデスクランブルする。
【０４１８】
　判断ユニット1602は第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行し、尚且つ
第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行する様態に従ってデータ伝送のた
めの対応するRTT長を判断する。
【０４１９】
　RTT長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のRTTと第2のRTTであり、第1
のRTTの長さは第2のRTTの長さより大きいと仮定する。第1のRNTIを使ってDCIに対して遂
行されるデスクランブルが成功する場合は、データ伝送のための対応するRTT長が第1のRT
Tであると判断され、第2のRNTIを使ってDCIに対して遂行されるデスクランブルが成功す
る場合は、データ伝送のための対応するRTTが第2のRTTであると判断される。
【０４２０】
　ユーザ機器のデータ伝送ユニット1603はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行す
る。具体的に述べると、ユーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機
器が基地局によって送信されたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へ
サービスデータを送信することと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信する
ことと、ユーザ機器が基地局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを
含む。具体的に述べると、フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例え
ば、基地局によって送信されたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデー
タのHARQフィードバックを基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した
後にユーザ機器は基地局によって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信
する。
【０４２１】
　第1のRNTI（つまり長いRTTに対応するデスクランブル様態）を用いてDCIに対して遂行
されるデスクランブルが成功する場合は第1のRTTに対応するデータ送受ルールが使用され
、第2のRNTI（つまり短いRTTに対応するデスクランブル様態）を用いてDCIに対して遂行
されるデスクランブルが成功する場合は第2のRTTに対応するデータ送受ルールが使用され
る。
【０４２２】
　一例として述べると、RTT長が制御チャネルによって指示されるシナリオにおいて、
　受信ユニット1601は基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信し、第6の制
御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するRTT長を通知するために使われる。
【０４２３】
　具体的に述べると、制御チャネルの様々なタイプは様々なチャネルリソースを有する制
御チャネルを指示し、チャネルリソースは時間領域リソースと周波数領域リソースとを含
む。
【０４２４】
　時間領域における様々なチャネルリソースは様々なTTI、様々なタイムスロット、様々
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なOFDMシンボル、様々なサブフレーム、様々な無線フレーム等であってよく、本発明の本
実施形態で具体的に限定されない。周波数領域における様々なチャネルリソースは様々な
サブキャリア、様々な物理的リソースブロック、様々なコンポーネントキャリア等であっ
てよく、本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０４２５】
　第6の制御メッセージは上位層シグナリングを用いて基地局によって送信されてよい。
【０４２６】
　さらに、第6の制御メッセージはRTT長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプ
を使用することを指図するためにさらに使われてよい。
【０４２７】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はRTT長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はRT
T長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はRTT長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０４２８】
　前述したデータタイプとRTT長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０４２９】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるRTT長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０４３０】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０４３１】
　受信ユニット1601は制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセ
ージを受信する。一例として述べると、第7の制御メッセージは物理層シグナリングを用
いて基地局によって送信されてよい。さらに、第7の制御メッセージはDCIメッセージであ
ってよい。制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様々なタイ
プは様々なRTT長に対応する。
【０４３２】
　具体的に述べると、制御チャネルの様々なタイプは様々なチャネルリソースを有する制
御チャネルを指示し、チャネルリソースは時間領域リソースと周波数領域リソースとを含
む。
【０４３３】
　判断ユニット1602は制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデータ伝
送のための対応するRTT長を判断する。
【０４３４】
　一例として述べると、RTT長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のRTT
と第2のRTTであり、第1のRTTの長さは第2のRTTの長さより大きいと仮定する。さらに、制
御チャネルは物理ダウンリンク制御チャネル（PDCCH、Physical Downlink Control chann
el）であってよく、あるいは改良物理ダウンリンク制御チャネル（EPDCCH、Enhanced Phy
sical Downlink Control channel）であってよい。例えば、PDCCHは第1のRTTに対応し、E
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PDCCHは第2のRTTに対応する。つまり、DCIメッセージが第2のRTTに対応するEPDCCHで検出
される場合は現在のデータ伝送のRTT長が第2のRTTであると判断され、DCIメッセージがPD
CCHで検出される場合は現在のデータ伝送のRTT長が第1のRTTであると判断される。さらに
、PDCCHでsymbol 0およびsymbol 1は第1のRTTに対応し、第3のsymbolは第2のRTTに対応し
、あるいはEPDCCHでサブキャリアn～mまたはPRB n～mは第1のRTTに対応し、サブキャリア
i～kまたはPRB i～kは第2のRTTに対応する。
【０４３５】
　実際の応用でRTTに2つ以上のタイプがある場合は、データをスケジュールするためより
多くの制御チャネルが設計される必要がある。例えば、各TTIの第1のN個のシンボル（Nは
0以上）でPDCCHは要件に従って設計され、および／またはデータをスケジュールするため
新たなEPDCCHが設計される。例えば、各TTIのM番目からN番目のサブキャリアまたはPRB（
Mは0以上、Nは0以上、NはM以上）でEPDCCHは要件に従って設計され、ユーザ機器はPDCCH
とEPDCCHとをリスンすることによってデータを伝送する。
【０４３６】
　伝送ユニット1603はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に述べる
と、ユーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局によって
送信されたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデータを送
信することと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユーザ機器
が基地局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的に述べ
ると、フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局によって
送信されたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィードバ
ックを基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機器は基
地局によって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０４３７】
　前述した実施形態が別々に実装されてよいこと、あるいは合同で実装されてよいことは
理解できるであろう。これは本発明の実施形態で具体的に限定されない。
【０４３８】
　実際の応用では無線ネットワークにおけるデータパケットの送信と伝送との間にタイミ
ング関係があり、ネットワーク側はハードウェア改善の前後に存在する2つのタイプのRTT
のシナリオを検討する必要がある。図6に見られるように、RTTが8msであるシナリオでは
瞬時nに送信されるデータパケットの場合にフィードバックが瞬時n＋4に受信され、RTTが
4msであるシナリオでは、処理遅延が低減されるため、瞬時nに送信されるデータパケット
の場合にフィードバックは瞬時n＋2に受信される。このため、ネットワークに2つの異な
るタイプのRTT長がある場合は、現在の伝送メカニズムによるアップリンクフィードバッ
クとダウンリンクフィードバックの両方で衝突が生じる可能性がある。ダウンリンクフィ
ードバックの場合、ダウンリンクフィードバックの伝送はPUCCHで送られる。図6に見られ
るように、normal RTTのHARQプロセス0に使われるPDCCHリソースがshorten RTTのHARQプ
ロセス2でDCI送信のときに使われるPDCCHリソースと同じである場合は、HARQプロセス0の
フィードバックがHARQプロセス2のフィードバックと衝突する。
【０４３９】
　このため、本発明の一実施形態ではデータ伝送のためのリソースの計算様態に改良がな
される。一例として述べると、フィードバックリソースの計算におけるユーザ機器のユニ
ットの作業工程は下記を含む。
　受信ユニット1601は基地局によって送信された制御メッセージを受信する。具体的に述
べると、制御メッセージはユーザ機器と基地局とによるデータ伝送のRTT長を指示するた
めに使われる。
【０４４０】
　判断ユニット1602は制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデ
ータに対応するRTT長を判断する。一例として述べると、第1のRTTと第2のRTTがあってよ
く、第1のRTTは第2のRTTより大きい。
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【０４４１】
　RTT長は、特定の時間値を用いて、例えば4msを用いて、指示されてよく、あるいはTTI
の数量を用いて、例えば8個のTTIを用いて、指示されてよく、あるいはOFDMシンボルの数
量を用いて、例えば20個のOFDMシンボルを用いて、指示されてよい。RTT長の具体的な表
現と実装は実情に応じて判断されてよく、ここで限定されないことは理解できるであろう
。
【０４４２】
　RTT長に2つ以上のタイプがあり得ることは理解できるであろう。一例として述べると、
RTT長に2つのタイプがあり得る場合、制御メッセージは1タイプのRTT長を指示してよく、
これを踏まえてユーザ機器は対応するデータの送信または受信にどのタイプのRTTが使わ
れるかを判断する。任意に選べることとして、制御メッセージは2タイプのRTT長を指示し
てよく、これを踏まえてユーザ機器は2タイプのRTTが個別に対応するデータの送信または
受信を判断する。実際の応用では制御メッセージの実装様態が実情に応じて判断されてよ
く、ここでは具体的に限定されない。
【０４４３】
　リソース判断ユニット1604はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するためのリ
ソースを判断し、ユーザ機器と基地局は様々なリソースを使って様々なRTT長に対応する
データを互いに伝送する。
【０４４４】
　実際の応用では、データの送信または受信に使われるリソースの計算時にRTT識別子に
よって指示されるRTT長に従ってTTI長に対応するオフセットが加えられる。
【０４４５】
　一例として述べると、フィードバック情報の伝送がダウンリンクデータのアップリンク
フィードバックである場合、ユーザ機器はフィードバックの周波数領域リソースが次式を
満たすことを判断し、ここで
【数７５】

はポート0に対応する周波数領域リソース位置であり、
【数７６】

はポート1に対応する周波数領域リソース位置である。
【０４４６】
　伝送にPDCCHが使われる場合は式1および式2が満たされ、
式1：

【数７７】

および
式2：

【数７８】

ここで
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　nCCEはダウンリンクデータをスケジュールするダウンリンクデータのスケジューリング
コマンドによって占められる物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHの最低の、最高の、ま
たは特定の制御チャネル要素CCE位置であり、
【数７９】

は物理アップリンク制御チャネルPUCCHの周波数領域開始位置であり、offsetはオフセッ
トであって整数である。
【０４４７】
　具体的に述べると、本発明の本実施形態ではポート0とポート1の周波数領域リソースの
計算様態のみ説明する。ただし、実際の応用では多数のポートがあり得、具体的な計算様
態については式2を参照できる。つまり、ポートnの周波数領域リソースが計算されるなら
【数８０】

となる。
【０４４８】
　実際の応用では、オフセットが上位層シグナリングを用いて基地局によって通知され、
あるいはDCIメッセージの中で設定される。具体的に述べると、オフセットはDCIの「HARQ
－ACK resource offset領域」で設定されてよい。

【数８１】

とoffsetは1つのパラメータに組み合わされてよく、このパラメータはオフセットによりP
UCCHの周波数領域開始位置を表す。
【０４４９】
　さらに、フィードバック情報の伝送がダウンリンクデータのアップリンクフィードバッ
クである場合に、EPDCCHが使われ、尚且つEPDCCH伝送が分散伝送である場合は、フィード
バックリソースの計算は式3および式4を満たし、
式3：
【数８２】

および
式4：
【数８３】

あるいは
　フィードバック情報の伝送がダウンリンクデータのアップリンクフィードバックである
場合に、EPDCCHが使われ、尚且つEPDCCH伝送が集中伝送である場合は、フィードバックリ
ソースの計算は式5および式6を満たし、
式5：
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および
式6：

【数８５】

ここで
　nECCE，qはダウンリンクデータをスケジュールするダウンリンクデータのスケジューリ
ングコマンドによって占められる改良物理ダウンリンク制御チャネルEPDCCHによって使わ
れるEPDCCH－PRB－set qの最低の、最高の、または特定の制御チャネル要素CCE位置であ
り、

【数８６】

は上位層シグナリングを用いて設定されるパラメータであり、ΔARQは物理層制御シグナ
リングを用いて通知されるパラメータであり、
【数８７】

はEPDCCH－PRB－set qにおける各PRBのCCEの数量であり、n’はアンテナポートによって
判断され、offsetはオフセットであって整数である。
【０４５０】
　一例として述べると、フィードバック情報の伝送がアップリンクデータのダウンリンク
フィードバックである場合は、データの送信または受信に使われるリソースの計算時に、
ユーザ機器はフィードバックのリソース

【数８８】

が式7および式8を満たすことを判断し、ここで
【数８９】

は物理的ハイブリッド自動再送要求指示チャネルPHICHのグループ番号であり、

【数９０】

はグループ番号に対応するグループにおける直交シーケンス番号であり、
式7は
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【数９１】

であり
式8は
【数９２】

であり、ここで
　nDMRSは最近のPDCCHでアップリンクDCIを用いて指示される復調参照信号DMRS領域の循
環シフトマッピングであり、
【数９３】

はPHICHの拡散因子であり、
　IPRB＿RAは第1のコードワードがアップリンクDCIによって指示されるPUSCHの最も低いP
RBインデックスであることと、第2のコードワードがアップリンクDCIによって指示される
PUSCHの最も低いPRBインデックス＋1であることとを示し、

【数９４】

はPHICHのgroup量であり、
　Ngroup1はオフセットである。
【０４５１】
　伝送ユニット1603はリソースを使って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０４５２】
　本発明の本実施形態や前述した各実施形態が別々に実装されてよいこと、あるいは合同
で実装されてよいことは理解できるであろう。これは本発明の実施形態で具体的に限定さ
れない。
【０４５３】
　本発明の本実施形態では、データの送信または受信に使われるリソースの計算時にRTT
識別子によって指示されるRTT長に従ってRTT長に対応するオフセットが加えられる。この
ため、2タイプのRTTに対応するデータの伝送シナリオで2タイプのRTTに対応するデータは
周波数領域リソースで互い違いに配置でき、2タイプのデータ間の衝突は回避される。
【０４５４】
　無線通信システムではTTIを減らすことによって伝送遅延がさらに低減されてよい。同
様に、実際の応用ではTTIに少なくとも2つのタイプがあってよい。このため、本発明の一
実施形態は少なくとも2タイプのTTIが共存する通信メカニズムをさらに提供する。通信メ
カニズムの論理的構造については図17を参照されたい。本発明の一実施形態におけるユー
ザ機器の別の実施形態は、
　基地局によって送信された制御メッセージを受信するよう構成されたメッセージ受信ユ
ニット1701であって、制御メッセージはユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに
対応するTTI長を判断するために使われる、メッセージ受信ユニット1701と、
　制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するTTI
長を判断するよう構成された長さ判断ユニット1702と、
　TTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するよう構成されたデータ伝送ユニット170
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3とを含む。
【０４５５】
　具体的に述べると、TTI長が制御メッセージによって直接指示されるシナリオにおいて
、
　メッセージ受信ユニットは、
　基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第1
の制御メッセージはデータ伝送のための対応するTTI長を指示するために使われ、
　長さ判断ユニットは、
　第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するTTI長を判断するよう具体的
に構成される。
【０４５６】
　具体的に述べると、TTI長がTTI識別子によって指示されるシナリオにおいて、
　メッセージ受信ユニットは、
　基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第2
の制御メッセージは伝送時間間隔TTI識別子に対応するTTI長を通知するために使われ、尚
且つメッセージ受信ユニットは、
　基地局によって送信された第3の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第3
の制御メッセージはTTI識別子を含むダウンリンク制御情報であり、TTI識別子はデータ伝
送のための対応するTTI長を指示するために使われ、
　長さ判断ユニットは、
　TTI識別子に従ってデータ伝送のための対応するTTI長を判断するよう具体的に構成され
る。
【０４５７】
　具体的に述べると、TTI長がRNTIスクランブル様態によって指示されるシナリオにおい
て、
　メッセージ受信ユニットは、
　上位層シグナリングを用いて基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信す
るよう具体的に構成され、第4の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するTTI長
を通知するために使われ、尚且つメッセージ受信ユニットは、
　物理層シグナリングを用いて基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信す
るよう具体的に構成され、第5の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はTTI長に対応し
、
　長さ判断ユニットは、
　第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行し、尚且つ第4の制御メッセージ
に対しRNTIデスクランブルを遂行する様態に従ってデータ伝送のための対応するTTI長を
判断するよう具体的に構成される。
【０４５８】
　具体的に述べると、TTI長が制御チャネルによって指示されるシナリオにおいて、
　メッセージ受信ユニットは、
　基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第6
の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するTTI長を通知するために使われ、尚
且つメッセージ受信ユニットは、
　制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセージを受信するよう
具体的に構成され、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様
々なタイプは様々なTTI長に対応し、
　長さ判断ユニットは、
　第7の制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデータ伝送のための対
応するTTI長を判断するよう具体的に構成される。
【０４５９】
　具体的に述べると、制御メッセージは上位層シグナリングか物理層シグナリングを用い
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て基地局によって送信される。
【０４６０】
　具体的に述べると、制御メッセージはTTI長に対応する伝送されるべきデータのタイプ
を使用することを指図するためにさらに使われる。
【０４６１】
　具体的に述べると、メッセージ受信ユニットは、
　ユーザ機器により、基地局によって送信されたTTI設定パラメータを受信するようさら
に構成され、TTI設定パラメータは、DCIスクランブル様態、TTI長タイプの指示情報、TTI
に対応する測定用参照信号SRS設定パラメータ、TTIを使用するためのDM－RS設定情報、TT
Iを使用するためのSR設定情報、TTIを使用するためのフィードバックリソース設定情報、
TTIを使用するためのフィードバックルール設定情報、TTIを使用するためのPDCCHリソー
ス位置情報、TTIを使用するためのトランスポートブロックサイズTBS表設定情報、TTIを
使用するためのリソーススケジューリング粒度情報、またはTTIを使用するためのEPDCCH
リソース位置情報のいずれか1つ、または少なくとも2つの組み合わせを含む。
【０４６２】
　具体的に述べると、ユーザ機器は、
　TTI長に従ってデータの送受ルールを判断するよう構成されたルール判断ユニット1704
をさらに含み、様々なTTI長は様々な送受ルールに対応し、送受ルールは送信または受信
時のサービスデータおよびフィードバック情報に対応するリソースとデータ伝送時間系列
関係とを含む。
【０４６３】
　データ伝送ユニット1703は、
　ユーザ機器により、判断された送受ルールに従ってデータを送受するようさらに構成さ
れる。
【０４６４】
　具体的に述べると、ユーザ機器は、
　ユーザ機器によって最後に伝送されたデータに対応するTTI長が変わるか否かを判断し
、これが是である場合に、HARQバッファを空にし、尚且つその後判断された送受ルールに
従ってデータを送受するステップを遂行するよう構成されたバッファ空化ユニット1705を
さらに含む。
【０４６５】
　具体的に述べると、ユーザ機器は、
　フィードバック情報を伝送するためのフィードバックリソースを判断するよう構成され
たフィードバックリソース判断ユニット1706をさらに含み、様々なTTI長に対応するフィ
ードバック情報は様々なフィードバックリソースを使用し、フィードバックリソースはフ
ィードバックリソースに対応する各TTI長に存在し、フィードバックリソースはPHICHチャ
ネルリソースと、データを伝送するためのPRB番号と、データを伝送するためのフレーム
番号またはサブフレーム番号とを含む。
【０４６６】
　具体的に述べると、ユーザ機器は、
　判断されたTTI長に対応するフィードバックリソースを使って基地局へチャネル品質指
標CQIをフィードバックするよう構成された第1の符号化ユニット1707であって、それぞれ
のTTIでCQIに対し個別の符号化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれる
TTIでCQIに対し合同の符号化が遂行される、第1の符号化ユニット1707と、
　判断されたTTI長に対応するフィードバックリソースを使ってダウンリンクデータのア
ップリンクフィードバック情報を基地局へ送信するよう構成された第2の符号化ユニット1
708であって、それぞれのTTIでアップリンクフィードバック情報に対し個別の符号化が遂
行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれるTTIでアップリンクフィードバック
情報に対し合同の符号化が遂行される、第2の符号化ユニット1708とをさらに含む。
【０４６７】
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　TTI長に基づくデータ伝送方法を実行するよう構成されたユーザ機器のユニットの具体
的作業は以下に説明され、下記を含む。
　メッセージ受信ユニット1701は基地局によって送信されたTTI設定パラメータを受信し
、TTI設定パラメータは、DCIスクランブル様態、TTI長タイプの指示情報、TTIに対応する
測定用参照信号（SRS、Sounding Reference Signal）設定パラメータ、TTIを使用するた
めの復調参照信号（DM－RS、DeModulation RS）設定情報、TTIを使用するためのSR設定情
報、TTIを使用するためのフィードバックリソース設定情報、TTIを使用するためのフィー
ドバックルール設定情報、TTIを使用するためのPDCCHリソース位置情報、TTIを使用する
ためのトランスポートブロックサイズ（Transport Block Size、TBS）表設定情報、TTIを
使用するためのリソーススケジューリング粒度情報、またはTTIを使用するためのEPDCCH
リソース位置情報のいずれか1つ、または少なくとも2つの組み合わせを含む。
【０４６８】
　TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTIと第2のTTIであり、第1
のTTIの長さは第2のTTIの長さより大きいと仮定する。実際の応用で第1のTTIの設定パラ
メータはユーザ機器であらかじめ設定されてよく、あるいはプロトコルであらかじめ指定
されてよく、そうであるなら本発明の本実施形態でユーザ機器によって受信されるTTI設
定パラメータは第2のTTIの設定パラメータを具体的に指してよい。任意に選べることとし
て、第1のTTIの設定パラメータがあらかじめ設定されない場合、本発明の本実施形態でユ
ーザ機器によって受信されるTTI設定パラメータは第1のTTIと第2のTTIの設定パラメータ
を含んでよい。
【０４６９】
　新たに規定されたDM－RS（つまり第2のTTIに対応するDM－RS）の場合、DM－RS信号がそ
れぞれの第2のTTIに存在することはDM－RS設定情報で設定される。加えて、基地局は専用
シグナリングを用いてユーザ機器に通知し、専用シグナリングはDM－RSの期間情報や符号
化情報や位置情報といった必要情報を含む。
【０４７０】
　ユーザ機器がSRSリソースで設定された第2のTTIでSRSを送信することと、基地局がSRS
リソースで設定された第2のTTIでSRS測定を遂行することは、SRS設定情報で設定される。
【０４７１】
　TBS表設定情報はユーザ機器の第2のTTIに対応するTBS表を指示してよく、TBS表はプロ
トコルで指定されてよく、あるいは設定メッセージを使って設定されてよい。
【０４７２】
　リソーススケジューリング粒度情報は第2のTTIに対応する最小のスケジューリング粒度
を指示してよく、例えば6個のPRBまたは10個のPRBを、さもなくば72個のサブキャリアま
たは120個のサブキャリアを、指示してよい。TTIが減らされる場合は、スケジューリング
粒度を増すことによってシグナリングオーバーヘッドを低減できる。
【０４７３】
　長さ判断ユニット1702はユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するTTI
長を判断する。具体的に述べると、TTI長には少なくとも2つのタイプがある。
【０４７４】
　実際の応用ではユーザ機器が多数の様態でTTI長を判断し、具体的な様態は以降の実施
形態で個別に説明される。
【０４７５】
　ユーザ機器がTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する前に、ルール判断ユニッ
ト1704はTTI長に従ってデータの送受ルールを判断してよく、様々なTTI長は様々な送受ル
ールに対応し、送受ルールは送信または受信時のサービスデータおよびフィードバック情
報に対応するリソースとデータ伝送時間系列関係とを含む。
【０４７６】
　一例として述べると、TTI長に2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTIと
第2のTTIであり、第1のTTIの長さが第2のTTIの長さより大きい場合、送受ルールは、第1
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の送信ルールと、第1の受信ルールと、第2の送信ルールと、第2の受信ルールとを含む。
第1の送信ルールと第1の受信ルールは第1のTTIに対応する送受ルールであり、第2の送信
ルールと第2の受信ルールは第2のTTIに対応する送受ルールである。
【０４７７】
　実際の応用では送受ルールの具体的内容が上位層シグナリングを用いて基地局からユー
ザ機器へ送信されてよい。さらに、送受ルールはユーザ機器と基地局とによるデータ伝送
を遂行するのに使われるリソースの計算様態を含んでよい。送受ルールが第1のTTIに対応
する第1の送信ルールと第1の受信ルールである場合、リソースの計算様態は先行技術のそ
れと同じであってよい。送受ルールが第2のTTIに対応する第2の送信ルールと第2の受信ル
ールである場合、リソースは上位層シグナリングを用いて基地局によって通知される新た
なリソースであってよく、あるいは基地局が新たな計算様態を通知してもよい。具体的な
実装様態はここで限定されない。
【０４７８】
　データ伝送ユニット1703はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に
述べると、ユーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局に
よって送信されたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデー
タを送信することと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユー
ザ機器が基地局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的
に述べると、フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局に
よって送信されたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィ
ードバックを基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機
器は基地局によって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０４７９】
　一例として述べると、TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTI
と第2のTTIであり、第1のTTIの長さが第2のTTIの長さより大きく、データの伝送がフィー
ドバック情報の伝送である場合、
　現在の伝送シナリオがユーザ機器によって遂行されるダウンリンク伝送であり、データ
に対応するTTI長が第1のTTIであると判断されるなら、データは第1の受信ルールを使って
受信される。ユーザ機器はユーザ機器によって最後に伝送されたデータに対応するTTI長
が変わるか否かを判断し、これが是である場合に、ユーザ機器はHARQバッファを空にし、
その後第1の受信ルールを使ってデータを受信するステップを遂行し、あるいはこれが是
であって、尚且つ以前のデータがデータ伝送に使われたHARQプロセスで正常に伝送されて
いない場合に、ユーザ機器は引き続きデータを再送してよい。第1の受信ルールを使って
データを受信した後に、ユーザ機器は第1のTTIに対応する第1のフィードバックルールを
使って基地局へデータをフィードバックする。
【０４８０】
　現在の伝送シナリオがユーザ機器によって遂行されるダウンリンク伝送であり、データ
に対応するTTI長が第2のTTIであると判断されるなら、データは第2の受信ルールを使って
受信される。ユーザ機器はユーザ機器によって最後に伝送されたデータに対応するTTI長
が変わるか否かを判断し、これが是である場合に、ユーザ機器はHARQバッファを空にし、
その後第2の受信ルールを使ってデータを受信するステップを遂行し、あるいはこれが是
であって、尚且つ以前のデータがデータ伝送に使われたHARQプロセスで正常に伝送されて
いない場合に、ユーザ機器は引き続きデータを再送してよい。第2の受信ルールを使って
データを受信した後に、ユーザ機器は第2のTTIに対応する第2のフィードバックルールを
使って基地局へデータをフィードバックする。第1のフィードバックルールに対応する第1
のフィードバックリソースは第2のフィードバックルールに対応する第2のフィードバック
リソースと異なり、第2のフィードバックリソースはそれぞれの第2のTTI長に存在する。
フィードバックリソースはPHICHチャネルリソースと、データを伝送するためのPRB番号と
、データを伝送するためのフレーム番号またはサブフレーム番号とを含む。
【０４８１】
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　さらに、CQIのフィードバックの場合、ユーザ機器は判断されたTTI長に対応するフィー
ドバックリソースを使ってチャネル品質指標CQIを基地局へフィードバックし、それぞれ
のTTIでCQIに対し個別の符号化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれる
TTIでCQIに対し合同の符号化が遂行される。
【０４８２】
　アップリンクフィードバック情報のフィードバックの場合、ユーザ機器は判断されたTT
I長に対応するフィードバックリソースを使って基地局へダウンリンクデータのアップリ
ンクフィードバック情報を送信し、それぞれのTTIでアップリンクフィードバック情報に
対し個別の符号化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれるTTIでアップ
リンクフィードバック情報に対し合同の符号化が遂行される。
【０４８３】
　現在の伝送シナリオがユーザ機器によって遂行されるアップリンク伝送であり、データ
に対応するTTI長が第1のTTIであると判断されるなら、データは第1の送信ルールを使って
送信される。第1の送信ルールを使ってデータを送信する前に、ユーザ機器はユーザ機器
によって最後に伝送されたデータに対応するTTI長が変わるか否かを判断し、これが是で
ある場合に、ユーザ機器はHARQバッファを空にし、その後第1の送信ルールを使ってデー
タを送信するステップを遂行し、あるいはこれが是であって、尚且つ以前のデータがデー
タ伝送に使われたHARQプロセスで正常に伝送されていない場合に、ユーザ機器は引き続き
データを再送してよい。第1の送信ルールを使ってデータを送信した後に、ユーザ機器は
第1のTTIに対応する第1のフィードバックルールを使って基地局へデータをフィードバッ
クする。
【０４８４】
　現在の伝送シナリオがユーザ機器によって遂行されるアップリンク伝送であり、データ
に対応するTTI長が第2のTTIであると判断されるなら、データは第2の送信ルールを使って
送信される。第2の送信ルールを使ってデータを送信する前に、ユーザ機器はユーザ機器
によって最後に伝送されたデータに対応するTTI長が変わるか否かを判断し、これが是で
ある場合に、ユーザ機器はHARQバッファを空にし、その後第2の送信ルールを使ってデー
タを送信するステップを遂行し、あるいはこれが是であって、尚且つ以前のデータがデー
タ伝送に使われたHARQプロセスで正常に伝送されていない場合に、ユーザ機器は引き続き
データを再送してよい。第2の送信ルールを使ってデータを送信した後に、ユーザ機器は
第2のTTIに対応する第2のフィードバックルールを使って基地局へデータをフィードバッ
クする。第1のフィードバックルールに対応する第1のフィードバックリソースは第2のフ
ィードバックルールに対応する第2のフィードバックリソースと異なり、第2のフィードバ
ックリソースはそれぞれの第2のTTIに存在する。さらに、指示がTTIの変化を伝える場合
にHARQバッファの中にデータがまだあるなら、伝送または再送が完了した後にTTI長は変
更されてよい。
【０４８５】
　本発明の本実施形態で、ユーザ機器は基地局とのデータ伝送のTTI長を判断し、対応す
るTTI長に適したデータ送信または受信様態で基地局とのデータ伝送を遂行できる。した
がって、データ伝送過程で異なるTTI長によって生じる衝突問題は解決される。
【０４８６】
　一例として述べると、TTI長が制御メッセージによって直接指示されるシナリオにおい
て、
　メッセージ受信ユニット1701は基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信
し、第1の制御メッセージはデータ伝送のための対応するTTI長を指示するために使われる
。
【０４８７】
　第1の制御メッセージは上位層シグナリングか物理層シグナリングを用いて送信されて
よい。
【０４８８】
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　長さ判断ユニット1702は第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するTTI
長を判断する。
【０４８９】
　さらに、第1の制御メッセージはTTI長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプ
を使用することを指図するためにさらに使われてよい。第1の制御メッセージを使ってTTI
長が初めて設定された後に、ユーザ機器は様々なデータとTTI長との対応表を保管する。
ユーザ機器と基地局が互いにデータを伝送する際に、ユーザ機器はデータのタイプに従っ
て現在のデータ送信または受信に使われるべきTTI長を対応表で検索してよい。基地局が
別のときに上位層シグナリングを用いて様々なデータとTTI長との対応を更新するまでは
、ユーザ機器は基地局とのデータ伝送を遂行するたびに対応表を使ってTTI長を判断して
よい。
【０４９０】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はTTI長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はTT
I長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０４９１】
　前述したデータタイプとTTI長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０４９２】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるTTI長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０４９３】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０４９４】
　様々なTTI長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用することを指図す
る役割を単独で果たすため、基地局が別の制御メッセージをさらに使ってよいことは理解
できるであろう。例えば、基地局は、第1の制御メッセージを送信する前に、様々なTTI長
に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用することを別の制御メッセージを
使って指図する。具体的な実装様態は実情に応じて判断されてよく、ここでは具体的に限
定されない。
【０４９５】
　データ伝送ユニット1703はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に
述べると、ユーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局に
よって送信されたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデー
タを送信することと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユー
ザ機器が基地局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的
に述べると、フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局に
よって送信されたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィ
ードバックを基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機
器は基地局によって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
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【０４９６】
　実際の応用では、基地局によって送信される制御メッセージがTTI長とスケジューリン
グ粒度との対応を指示するためにさらに使われてよい。制御メッセージはRRC設定メッセ
ージであってよく、制御メッセージはTTI長とスケジューリング粒度との対応を含む。例
えば、長いTTIは粗いスケジューリング粒度に対応し、短いTTIは細かいスケジューリング
粒度に対応し、あるいは長いTTIは細かいスケジューリング粒度に対応し、短いTTIは粗い
スケジューリング粒度に対応する。
【０４９７】
　ユーザ端末は、前述した制御メッセージを受信した後に、制御メッセージによって指示
されるTTI長とスケジューリング粒度との関係に従って、制御メッセージの指示が再び受
信されるまで、通信を遂行する。例えば、制御メッセージは第1のTTI長のスケジューリン
グ粒度がn個のTTIであると指示し、第2のTTI長のスケジューリング粒度がm個のTTIである
と指示する。この場合、ユーザ端末が第1のTTI長を使って伝送を遂行するなら、第1のTTI
長のスケジューリング粒度はnであり、すなわち伝送はスケジューリングコマンドが受信
されるたびにn個のTTIで連続的に遂行されてよく、ユーザ端末が第2のTTI長を使って伝送
を遂行するなら、第2のTTI長のスケジューリング粒度はmであり、すなわち伝送はスケジ
ューリングコマンドが受信されるたびにm個のTTIで連続的に遂行されてよく、mとnは1よ
り大きい整数である。
【０４９８】
　一例として述べると、TTI長がTTI識別子によって指示されるシナリオにおいて、
　メッセージ受信ユニット1701は基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信
し、第2の制御メッセージはTTI識別子に対応するTTI長を通知するために使われる。
【０４９９】
　第2の制御メッセージは上位層シグナリングを用いて基地局によって送信されてよい。
【０５００】
　さらに、第2の制御メッセージはTTI長に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用
することを指図するためにさらに使われてよい。
【０５０１】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はTTI長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はTT
I長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０５０２】
　前述したデータタイプとTTI長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０５０３】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるTTI長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０５０４】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、は詳細を繰り返し説明しない。
【０５０５】
　さらに、第2の制御メッセージはTTI設定パラメータを含むメッセージであってよく、TT
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I設定パラメータは、DCIスクランブル様態、TTI長タイプの指示情報、TTIに対応するSRS
設定パラメータ、TTIを使用するためのDM－RS設定情報、TTIを使用するためのSR設定情報
、TTIを使用するためのフィードバックリソース設定情報、TTIを使用するためのフィード
バックルール設定情報、TTIを使用するためのPDCCHリソース位置情報、TTIを使用するた
めのTBS表設定情報、TTIを使用するためのリソーススケジューリング粒度情報、またはTT
Iを使用するためのEPDCCHリソース位置情報のいずれか1つ、または少なくとも2つの組み
合わせを含む。
【０５０６】
　TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTIと第2のTTIであり、第1
のTTIの長さは第2のTTIの長さより大きいと仮定する。実際の応用で第1のTTIの設定パラ
メータはユーザ機器であらかじめ設定されてよく、あるいはプロトコルであらかじめ指定
されてよく、そうであるなら本発明の本実施形態でユーザ機器によって受信されるTTI設
定パラメータは第2のTTIの設定パラメータを具体的に指してよい。任意に選べることとし
て、第1のTTIの設定パラメータがあらかじめ設定されない場合、本発明の本実施形態でユ
ーザ機器によって受信されるTTI設定パラメータは第1のTTIと第2のTTIの設定パラメータ
を含んでよい。
【０５０７】
　メッセージ受信ユニット1701は物理層シグナリングを用いて基地局によって送信された
第3の制御メッセージを受信し、第3の制御メッセージはTTI識別子を含み、TTI識別子はデ
ータ伝送のための対応するTTI長を指示するために使われる。
【０５０８】
　第3の制御メッセージは物理層シグナリングを用いて基地局によって送信されてよい。
さらに、第3の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。
【０５０９】
　第3の制御メッセージは新たに規定されたDCIメッセージであってよく、TTI長を指示す
るために使われるTTI識別子（shortenTTI）はDCIメッセージに加えられる。
【０５１０】
　長さ判断ユニット1702はTTI識別子に従ってデータ伝送のための対応するTTI長を判断す
る。
【０５１１】
　TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTIと第2のTTIであり、第1
のTTIの長さは第2のTTIの長さより大きいと仮定する。TTI識別子はshortenTTIによって指
示され、shortenTTI＝0ならデータ伝送のための対応するTTI長が第1のTTIであると判断さ
れ、shortenTTI＝1ならデータ伝送のための対応するTTI長が第2のTTIであると判断され、
第2のTTIに対応するデータ送受ルールが使用される。あるいは、TTI識別子がTTI長を直接
指示する。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０５１２】
　データ伝送ユニット1703はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に
述べると、ユーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局に
よって送信されたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデー
タを送信することと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユー
ザ機器が基地局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的
に述べると、フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局に
よって送信されたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィ
ードバックを基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機
器は基地局によって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０５１３】
　一例として述べると、TTI長がRNTIスクランブル様態によって指示されるシナリオにお
いて、
　メッセージ受信ユニット1701は上位層シグナリングを用いて基地局によって送信された
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第4の制御メッセージを受信し、第4の制御メッセージはRNTIスクランブルまたはデスクラ
ンブル様態に対応するTTI長を通知するために使われる。
【０５１４】
　第4の制御メッセージは上位層シグナリングを用いて基地局によって送信されてよい。
【０５１５】
　様々なTTI長は様々なRNTIスクランブルまたはデスクランブル様態に対応する。
【０５１６】
　さらに、第4の制御メッセージは、TTI長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイ
プを使用することを指図するためにさらに使われてよい。
【０５１７】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はTTI長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はTT
I長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０５１８】
　前述したデータタイプとTTI長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０５１９】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるTTI長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０５２０】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０５２１】
　第4の制御メッセージはTTI設定パラメータを含むメッセージであってよく、TTI設定パ
ラメータは、DCIスクランブル様態（RNTIスクランブル様態と様々なTTI長との対応と対応
するRNTIデスクランブル様態とが設定される）、TTI長タイプの指示情報、TTIに対応する
SRS設定パラメータ、TTIを使用するためのDM－RS設定情報、TTIを使用するためのSR設定
情報、TTIを使用するためのフィードバックリソース設定情報、TTIを使用するためのフィ
ードバックルール設定情報、TTIを使用するためのPDCCHリソース位置情報、TTIを使用す
るためのTBS表設定情報、TTIを使用するためのリソーススケジューリング粒度情報、また
はTTIを使用するためのEPDCCHリソース位置情報のいずれか1つ、または少なくとも2つの
組み合わせを含む。
【０５２２】
　TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTIと第2のTTIであり、第1
のTTIの長さは第2のTTIの長さより大きいと仮定する。実際の応用で第1のTTIの設定パラ
メータはユーザ機器であらかじめ設定されてよく、そうであるなら本発明の本実施形態で
ユーザ機器によって受信されるTTI設定パラメータは第2のTTIの設定パラメータを具体的
に指してよい。任意に選べることとして、第1のTTIの設定パラメータがあらかじめ設定さ
れない場合、本発明の本実施形態でユーザ機器によって受信されるTTI設定パラメータは
第1のTTIと第2のTTIの設定パラメータを含んでよい。
【０５２３】



(76) JP 6440827 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

　メッセージ受信ユニット1701は基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信
する。さらに、第5の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。
【０５２４】
　第5の制御メッセージは物理層シグナリングを用いて基地局によって送信されてよい。
さらに、第5の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。
【０５２５】
　実際の応用では、様々なTTI長を区別するため、基地局側は様々なRNTIスクランブラ様
態でDCIメッセージをスクランブルしてよい。
【０５２６】
　第5の制御メッセージは新たに規定されたDCIメッセージであってよい。shortenTTI＝1
なら（つまりshortenTTIが第2のTTIであるなら）、新たなRNTI（つまり第4の制御メッセ
ージを用いて通知されるTTI長に対応するRNTI）がスクランブルに使われる。PDCCHで新た
なDCIメッセージが伝送され、ユーザ機器は、DCIメッセージを受信する際に、第4の制御
メッセージを使って通知されたTTI長に対応するRNTIを使って第5の制御メッセージをデス
クランブルする。
【０５２７】
　長さ判断ユニット1702は第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行し、尚
且つ第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行する様態に従ってデータ伝送
のための対応するTTI長を判断する。
【０５２８】
　TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTIと第2のTTIであり、第1
のTTIの長さは第2のTTIの長さより大きいと仮定する。第1のRNTIを使ってDCIに対して遂
行されるデスクランブルが成功する場合は、データ伝送のための対応するTTI長が第1のTT
Iであると判断され、第2のRNTIを使ってDCIに対して遂行されるデスクランブルが成功す
る場合は、データ伝送のための対応するTTIが第2のTTIであると判断される。
【０５２９】
　データ伝送ユニット1703はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に
述べると、ユーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局に
よって送信されたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデー
タを送信することと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユー
ザ機器が基地局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的
に述べると、フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局に
よって送信されたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィ
ードバックを基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機
器は基地局によって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０５３０】
　第1のRNTI（つまり長いTTIに対応するデスクランブル様態）を用いてDCIに対して遂行
されるデスクランブルが成功する場合は第1のTTIに対応するデータ送受ルールが使用され
、第2のRNTI（つまり短いTTIに対応するデスクランブル様態）を用いてDCIに対して遂行
されるデスクランブルが成功する場合は第2のTTIに対応するデータ送受ルールが使用され
る。
【０５３１】
　一例として述べると、TTI長が制御チャネルによって指示されるシナリオにおいて、
　メッセージ受信ユニット1701は基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信
し、第6の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するTTI長を通知するために使わ
れる。
【０５３２】
　具体的に述べると、制御チャネルの様々なタイプは様々なチャネルリソースを有する制
御チャネルを指示し、チャネルリソースは時間領域リソースと周波数領域リソースとを含
む。
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【０５３３】
　時間領域における様々なチャネルリソースは様々なTTI、様々なタイムスロット、様々
なOFDMシンボル、様々なサブフレーム、様々な無線フレーム等であってよく、本発明の本
実施形態で具体的に限定されない。周波数領域における様々なチャネルリソースは様々な
サブキャリア、様々な物理的リソースブロック、様々なコンポーネントキャリア等であっ
てよく、本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０５３４】
　第6の制御メッセージは上位層シグナリングを用いて基地局によって送信されてよい。
【０５３５】
　さらに、第6の制御メッセージはTTI長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプ
を使用することを指図するためにさらに使われてよい。
【０５３６】
　具体的に述べると、データのタイプは様々な論理チャネルを用いて表現されてよく、こ
の場合はTTI長を用いることによって論理チャネル番号識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な論理チャネルグループを用いて表現されてよく、この場合はTT
I長を用いることによって論理チャネルグループ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々な無線ベアラを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用い
ることによって無線ベアラ識別子に対応してよく、あるいは
　データのタイプは様々なデータフローを用いて表現されてよく、この場合はTTI長を用
いることによってデータフロー番号識別子に対応してよい。様々なデータフローは様々な
IPアドレスを有するデータフローであってよく、あるいは様々なIPアドレスと様々なポー
ト番号とを有するデータフローであってよい。
【０５３７】
　前述したデータタイプとTTI長との対応が1対1、1対多、または多対1であってよいこと
は理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない。
【０５３８】
　任意に選べることとして、ユーザ機器のために複数のキャリアが設定される場合は、異
なるキャリアで異なるTTI長を使用してよい。この場合は様々なデータタイプが様々なキ
ャリアに対応すると理解されてよい。
【０５３９】
　さらに、基地局間マルチストリームアグリゲーションシナリオでは基地局が前述したキ
ャリアの代わりになってもよい。実装方法は同様であり、ここでは詳細を繰り返し説明し
ない。
【０５４０】
　メッセージ受信ユニット1701は制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の
制御メッセージを受信し、第7の制御メッセージは物理層シグナリングを用いて基地局に
よって送信されてよい。さらに、第7の制御メッセージはDCIメッセージであってよい。制
御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様々なタイプは様々なTTI
長に対応する。
【０５４１】
　長さ判断ユニット1702は制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデー
タ伝送のための対応するTTI長を判断する。
【０５４２】
　TTI長には2つのタイプがあり、2つのタイプはそれぞれ第1のTTIと第2のTTIであり、第1
のTTIの長さは第2のTTIの長さより大きいと仮定する。さらに、制御チャネルは物理ダウ
ンリンク制御チャネル（PDCCH、Physical Downlink Control channel）であってよく、あ
るいは改良物理ダウンリンク制御チャネル（EPDCCH、Enhanced Pyhsical Downlink Contr
ol Channle）であってよい。PDCCHは第1のTTIに対応し、EPDCCHは第2のTTIに対応する。
つまり、DCIメッセージが第2のTTIに対応するEPDCCHで検出される場合は現在のデータ伝
送のTTI長が第2のTTIであると判断され、DCIメッセージがPDCCHで検出される場合は現在
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のデータ伝送のTTI長が第1のTTIであると判断される。PDCCHでsymbol 0およびsymbol 1は
第1のTTIに対応し、第3のsymbolは第2のTTIに対応し、EPDCCHでサブキャリアn～mは第1の
TTIに対応し、サブキャリアi～kは第2のTTIに対応する。
【０５４３】
　実際の応用でTTIに2つ以上のタイプがある場合は、データをスケジュールするためより
多くの制御チャネルが設計される必要がある。例えば、各TTIの第1のN個のシンボル（Nは
0以上）でPDCCHは要件に従って設計され、および／またはデータをスケジュールするため
新たなEPDCCHが設計される。例えば、各TTIのM番目からN番目のサブキャリアまたはPRB（
Mは0以上、Nは0以上、NはM以上）でEPDCCHは要件に従って設計され、ユーザ機器はPDCCH
とEPDCCHとをリスンすることによってデータを伝送する。
【０５４４】
　データ伝送ユニット1703はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。具体的に
述べると、ユーザ機器が基地局とのデータ伝送を遂行することは、ユーザ機器が基地局に
よって送信されたサービスデータを受信することと、ユーザ機器が基地局へサービスデー
タを送信することと、ユーザ機器が基地局へフィードバック情報を送信することと、ユー
ザ機器が基地局によって送信されたフィードバック情報を受信することとを含む。具体的
に述べると、フィードバック情報はHARQフィードバックを含んでよい。例えば、基地局に
よって送信されたサービスデータを受信した後にユーザ機器はサービスデータのHARQフィ
ードバックを基地局へ送信し、あるいは基地局へサービスデータを送信した後にユーザ機
器は基地局によって送信されるサービスデータのHARQフィードバックを受信する。
【０５４５】
　前述した実施形態が別々に実装されてよいこと、あるいは合同で実装されてよいことは
理解できるであろう。これは本発明の実施形態で具体的に限定されない。
【０５４６】
　実際の応用では最初のアクセスのときにユーザ機器のためにTTI長が設定されてよい。
図18を参照し、本発明の一実施形態におけるユーザ機器の別の実施形態は下記を含む。
【０５４７】
　ブロードキャスト受信ユニット1801は基地局によって送信されたブロードキャストメッ
セージを受信するよう構成され、ブロードキャストメッセージは第2のTTIに対応するラン
ダムアクセスチャネルRACHリソースとプリアンブルpreambleとを含み、第2のTTIはTTI長
の1タイプであり、第1のTTIと第2のTTIとがあり、第1のTTIは第2のTTIより大きい。
【０５４８】
　任意に選べることとして、ユーザ機器が基地局によって送信されたブロードキャストメ
ッセージを受信する前に、基地局はブロードキャストメッセージを使ってPRACHリソース
とpreambleの設定パラメータをユーザ機器へ送信する。
【０５４９】
　アクセスユニット1802は、ユーザ機器が第2のTTIをサポートする場合に、第2のTTIに対
応するRACHリソースとpreambleとを使ってランダムアクセスを遂行するよう構成される。
【０５５０】
　ブロードキャストメッセージを受信した後に、ユーザ機器はユーザ機器が第2のTTIをサ
ポートするか否かを判断し、ユーザ機器が第2のTTIをサポートする場合、ユーザ機器は第
2のTTIに対応するPRACHリソースとpreambleとを使ってランダムアクセスを遂行する。
【０５５１】
　基地局側で基地局が第2のTTIに対応するPRACHでpreambleを受信する場合は、ユーザ機
器が第2のTTIを使ってデータ伝送を遂行できると考えられ、基地局は第2のTTIに対応する
送受ルールを使ってユーザ機器とのデータ伝送を遂行し、基地局が第1のTTIに対応するRA
CHでpreambleを受信する場合、基地局は第1のTTIに対応する送受ルールを使ってユーザ機
器とのデータ伝送を遂行する。
【０５５２】
　本発明におけるTTIの実施形態とRTTの実施形態が別々に実装されてよいこと、あるいは
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合同で実装されてよいことは理解できるであろう。これは本発明の本実施形態で具体的に
限定されない。
【０５５３】
　TTIの実施形態とRTTの実施形態の前述したステップが遂行される前に、ユーザ機器がユ
ーザ機器のTTI能力および／またはRTT能力を報告してよいことは理解できるであろう。具
体的に述べると、ユーザ機器は能力を能動的に報告してよく、あるいはネットワーク側が
問い合わせを遂行し、その後ユーザ機器が能力を報告する。使用されるメッセージは、RR
Cメッセージ、またはMAC CE等のMAC層の制御メッセージ、またはMsg3メッセージ、または
preamble等の物理層の制御メッセージであってよい。これは本発明の本実施形態で具体的
に限定されない。
【０５５４】
　具体的に述べると、ユーザ機器はサポートされたTTI長および／またはサポートされたR
TT長に関する情報を報告してよく、あるいは短いTTIがサポートされるか否かに関する情
報のみ、および／または短いRTTがサポートされるか否かに関する情報のみ、報告してよ
い。
【０５５５】
　さらに、基地局はユーザ機器によって報告される能力情報に従って前述した実施形態の
TTI設定および／またはRTT設定とデータ伝送とを遂行する。ここでは詳細を繰り返し説明
しない。
【０５５６】
　さらに、ハンドオーバーのときにソース基地局はユーザ機器の能力情報をターゲット基
地局へ送信してよく、ユーザ機器の能力を知ったターゲット基地局はTTIおよび／またはR
TTを設定し、使用し、データ伝送を遂行する。具体的なメッセージはX2インターフェース
（基地局間インターフェース）メッセージであってよく、あるいはS1インターフェース（
基地局・コアネットワーク間インターフェース）メッセージであってよく、ここでは詳細
を繰り返し説明しない。
【０５５７】
　さらに、ユーザ機器の能力を報告する前または後に、ユーザ機器は、基地局によってサ
ポートされるTTIおよび／またはRTTの能力情報を指示するため基地局によって送信される
制御メッセージを受信する。具体的な応用において、制御メッセージは、RRC設定メッセ
ージ等の上位層シグナリングを用いて送信される制御メッセージまたはブロードキャスト
メッセージを含んでよく、MAC CE等のMAC層の制御メッセージ、またはMsg4メッセージで
あってよく、あるいはDCIメッセージ等の物理層の制御メッセージであってよい。制御メ
ッセージはeNodeBの能力情報を含み、能力情報はeNodeBでサポートできるTTI長および／
またはRTT長を含む。
【０５５８】
　様々なTTIおよび／または様々なRTTが共存する場合は、様々なTTIおよび／または様々
なRTTに使われる物理的リソース間の衝突の回避を考慮する必要がある。具体的な方法は
次の通りである。
【０５５９】
　様々なTTIおよび／または様々なRTTに使われる物理的リソースは時間領域において、ま
たは周波数領域において、互い違いに配置される。前述した実施形態を参照し、様々なTT
I長および／または様々なRTT長が設定される場合は、様々なTTIおよび／または様々なRTT
に使われる物理的リソースが同時に設定されてよい。物理的リソースは、PDCCHリソース
、EPDCCHリソース、PDSCHリソース、PUSCHリソース、PUCCHリソース、またはPHICHリソー
スのうち、いずれか1つ以上を含む。これは本発明の本実施形態で具体的に限定されない
。
【０５６０】
　これ以降は前述したデータ伝送方法を実行するよう構成された本発明における基地局の
一実施形態を説明する。本発明の一実施形態における基地局の一実施形態は、
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　ユーザ機器へ制御メッセージを送信するよう構成された送信ユニットを含み、制御メッ
セージはユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するRTT長を判断するため
に使われ、ユーザ機器はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０５６１】
　具体的に述べると、RTT長が制御メッセージによって直接指示されるシナリオにおいて
、
　制御メッセージは第1の制御メッセージを含み、第1の制御メッセージはデータ伝送のた
めの対応するRTT長を指示するために使われる。
【０５６２】
　具体的に述べると、RTT長がRTT識別子によって指示されるシナリオにおいて、
　制御メッセージは、
　第2の制御メッセージと第3の制御メッセージとを含み、
　第2の制御メッセージは往復時間RTT識別子に対応するRTT長を通知するために使われ、
第3の制御メッセージはRTT識別子を含み、RTT識別子はデータ伝送のための対応するRTT長
を指示するために使われる。
【０５６３】
　具体的に述べると、RTT長がRNTIスクランブル様態によって指示されるシナリオにおい
て、
　制御メッセージは、
　第4の制御メッセージと第5の制御メッセージとを含み、
　第4の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するRTT長を通知するために使われ
、第5の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はRTT長に対応する。
【０５６４】
　具体的に述べると、RTT長が制御チャネルによって指示されるシナリオにおいて、
　制御メッセージは、
　第6の制御メッセージと第7の制御メッセージとを含み、
　第6の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するRTT長を通知するために使われ
、第7の制御メッセージは様々な制御チャネルを用いて送信される制御メッセージであり
、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様々なタイプは様々
なRTT長に対応する。
【０５６５】
　制御メッセージは上位層シグナリングか物理層シグナリングを用いて基地局によって送
信される。
【０５６６】
　制御メッセージはRTT長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用するこ
とを指図するためにさらに使われる。
【０５６７】
　これ以降は前述したデータ伝送方法を実行するよう構成された本発明における基地局の
一実施形態を説明する。本発明の一実施形態における基地局の別の実施形態は、
　ユーザ機器へ制御メッセージを送信するよう構成されたメッセージ送信ユニットを含み
、制御メッセージはユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するTTI長を判
断するために使われ、ユーザ機器はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行する。
【０５６８】
　具体的に述べると、TTI長が制御メッセージによって直接指示されるシナリオにおいて
、
　制御メッセージは第1の制御メッセージを含み、第1の制御メッセージはデータ伝送のた
めの対応するTTI長を指示するために使われる。
【０５６９】
　具体的に述べると、TTI長がTTI識別子によって指示されるシナリオにおいて、
　制御メッセージは、
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　第2の制御メッセージと第3の制御メッセージとを含み、
　第2の制御メッセージはTTI識別子に対応するTTI長を通知するために使われ、第3の制御
メッセージはTTI識別子を含み、TTI識別子はデータ伝送のための対応するTTI長を指示す
るために使われる。
【０５７０】
　具体的に述べると、TTI長がRNTIスクランブル様態によって指示されるシナリオにおい
て、
　制御メッセージは、
　第4の制御メッセージと第5の制御メッセージとを含み、
　第4の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するTTI長を通知するために使われ
、第5の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はTTI長に対応する。
【０５７１】
　具体的に述べると、TTI長が制御チャネルによって指示されるシナリオにおいて、
　制御メッセージは、
　第6の制御メッセージと第7の制御メッセージとを含み、
　第6の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するRTT長を通知するために使われ
、第7の制御メッセージは様々な制御チャネルを用いて送信される制御メッセージであり
、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様々なタイプは様々
なTTI長に対応する。
【０５７２】
　制御メッセージは上位層シグナリングか物理層シグナリングを用いて基地局によって送
信される。
【０５７３】
　制御メッセージは様々なTTI長に個別に対応する伝送されるべきデータのタイプを使用
することを指図するためにさらに使われる。
【０５７４】
　これ以降は前述したデータ伝送方法を実行するよう構成された本発明における基地局の
一実施形態を説明する。本発明の一実施形態における基地局の別の実施形態は、
　ユーザ機器へブロードキャストメッセージを送信するよう構成されたブロードキャスト
メッセージ送信ユニットを含み、これに応じてユーザ機器はブロードキャストメッセージ
内のTTI長とユーザ機器のTTI能力とに従って対応するRACHリソースと対応するpreambleと
を使ってランダムアクセスを遂行し、ブロードキャストメッセージは第2のTTIに対応する
ランダムアクセスチャネルRACHリソースとpreambleとを含み、第2のTTIはTTI長の1タイプ
であり、第1のTTIと第2のTTIとがあり、第1のTTIは第2のTTIより大きい。
【０５７５】
　基地局の実施形態における具体的な作業工程については前述したユーザ機器の一実施形
態を参照されたい。ここでは詳細を繰り返し説明しない。
【０５７６】
　図19を参照し、本発明の一実施形態はユーザ機器をさらに提供し、ユーザ機器は、
　入力装置1901と、出力装置1902と、メモリ1903と、プロセッサ1904とを含んでよい（ユ
ーザ機器には1つ以上のプロセッサがあってよいが、図19では一例として1つのプロセッサ
が使われている）。本発明のいくつかの実施形態で入力装置1901と出力装置1902とメモリ
1903とプロセッサ1904はバスを使って接続されてよく、あるいは別の様態で接続されてよ
い。図19ではバスを使って実装される接続が一例として使われている。
【０５７７】
　入力装置1901は、
　基地局によって送信された制御メッセージを受信するよう構成され、制御メッセージは
ユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するRTT長を判断するために使われ
る。
【０５７８】
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　プロセッサ1904は制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデー
タに対応する往復時間RTT長を判断するよう構成される。
【０５７９】
　出力装置1902はRTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するよう構成される。
【０５８０】
　具体的に述べると、RTT長が制御メッセージによって直接指示されるシナリオにおいて
、
　入力装置1901は、
　基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第1
の制御メッセージはデータ伝送のための対応するRTT長を指示するために使われ、
　プロセッサ1904は、
　第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するRTT長を判断するよう具体的
に構成される。
【０５８１】
　具体的に述べると、RTT長がRTT識別子によって指示されるシナリオにおいて、
　入力装置1901は、
　基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第2
の制御メッセージはRTT識別子に対応するRTT長を通知するために使われ、尚且つ入力装置
1901は、
　基地局によって送信された第3の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第3
の制御メッセージはRTT識別子を含み、RTT識別子はデータ伝送のための対応するRTT長を
指示するために使われ、
　プロセッサ1904は、
　RTT識別子に従ってデータ伝送のための対応するRTT長を判断するよう具体的に構成され
る。
【０５８２】
　具体的に述べると、RTT長がRNTIスクランブル様態によって指示されるシナリオにおい
て、
　入力装置1901は、
　基地局によって送信された第4の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第4
の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するRTT長を通知するために使われ、尚
且つ入力装置1901は、
　基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第5
の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はRTT長に対応し、
　プロセッサ1904は、
　第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行し、尚且つ第4の制御メッセージ
に対しRNTIデスクランブルを遂行する様態に従ってデータ伝送のための対応するRTT長を
判断するよう具体的に構成される。
【０５８３】
　具体的に述べると、RTT長が制御チャネルによって指示されるシナリオにおいて、
　入力装置1901は、
　基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第6
の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するRTT長を通知するために使われ、尚
且つ入力装置1901は、
　制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセージを受信するよう
具体的に構成され、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様
々なタイプは様々なRTT長に対応し、
　プロセッサ1904は、
　第7の制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデータ伝送のための対
応するRTT長を判断するよう具体的に構成される。
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【０５８４】
　具体的に述べると、制御メッセージは上位層シグナリングか物理層シグナリングを用い
て基地局によって送信される。
【０５８５】
　具体的に述べると、制御メッセージはRTT長に個別に対応する伝送されるべきデータの
タイプを使用することを指図するためにさらに使われる。
【０５８６】
　具体的に述べると、プロセッサ1904は、RTT長に従って基地局とのデータ伝送を遂行す
るためのリソースを判断するようさらに構成され、ユーザ機器と基地局は様々なリソース
を使って様々なRTT長に対応するデータを互いに伝送する。
【０５８７】
　出力装置1902は、
　ユーザ機器により、リソースを使って基地局とのデータ伝送を遂行するよう具体的に構
成される。
【０５８８】
　さらに、プロセッサ1904は、
　データの伝送がフィードバック情報の伝送である場合に、フィードバック情報の伝送に
使われるリソースを計算する際に、RTT識別子によって指示されるRTT長に従って、RTT長
に対応するオフセットを加えるよう具体的に構成される。
【０５８９】
　具体的に述べると、オフセットは上位層シグナリングを用いて基地局によって通知され
、あるいは物理層シグナリングメッセージの中で設定される。
【０５９０】
　さらに、プロセッサ1904は、フィードバック情報の伝送がダウンリンクデータのアップ
リンクフィードバックである場合に、ユーザ機器により、フィードバックの周波数領域リ
ソースが次式を満たすことを判断するよう具体的に構成され、ここで
【数９５】

はポート0に対応する周波数領域リソース位置であり、
【数９６】

はポート1に対応する周波数領域リソース位置である。
【０５９１】
　伝送にPDCCHが使われる場合は式1および式2が満たされ、
式1：

【数９７】

および
式2：
【数９８】

ここで
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　nCCEはダウンリンクデータをスケジュールするダウンリンクデータのスケジューリング
コマンドによって占められる物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHの最低の、最高の、ま
たは特定の制御チャネル要素CCE位置であり、
【数９９】

は物理アップリンク制御チャネルPUCCHの周波数領域開始位置であり、offsetはオフセッ
トであって整数である。
【０５９２】
　EPDCCHが使われ、尚且つEPDCCH伝送が分散伝送である場合は、式3および式4が満たされ
、
式3：
【数１００】

および
式4：
【数１０１】

あるいは
　EPDCCHが使われ、尚且つEPDCCH伝送が集中伝送である場合は、式5および式6が満たされ
、
式5：
【数１０２】

および
式6：
【数１０３】

ここで
　nECCE，qはダウンリンクデータをスケジュールするダウンリンクデータのスケジューリ
ングコマンドによって占められる改良物理ダウンリンク制御チャネルEPDCCHによって使わ
れるEPDCCH－PRB－set qの最低の、最高の、または特定の制御チャネル要素CCE位置であ
り、

【数１０４】
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は上位層シグナリングを用いて設定されるパラメータであり、ΔARQは物理層制御シグナ
リングを用いて通知されるパラメータであり、
【数１０５】

はEPDCCH－PRB－set qにおける各PRBのCCEの数量であり、n’はアンテナポートによって
判断され、offsetはオフセットであって整数である。
【０５９３】
　さらに、リソース判断ユニット1604は、フィードバック情報の伝送がアップリンクデー
タのダウンリンクフィードバックである場合に、ユーザ機器により、フィードバックのリ
ソース

【数１０６】

が式7および式8を満たすことを判断するよう具体的に構成され、ここで
【数１０７】

は物理的ハイブリッド自動再送要求指示チャネルPHICHのグループ番号であり、
【数１０８】

はグループ番号に対応するグループにおける直交シーケンス番号であり、
式7は

【数１０９】

であり
式8は
【数１１０】

であり、ここで
　nDMRSは最近のPDCCHでアップリンクDCIを用いて指示される復調参照信号DMRS領域の循
環シフトマッピングであり、
【数１１１】

はPHICHの拡散因子であり、
　IPRB＿RAは第1のコードワードがアップリンクDCIによって指示されるPUSCHの最も低いP
RBインデックスであることと、第2のコードワードがアップリンクDCIによって指示される
PUSCHの最も低いPRBインデックス＋1であることとを示し、
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【数１１２】

はPHICHのgroup量であり、
　Ngroup1はオフセットである。
【０５９４】
　引き続き図19を参照し、本発明の一実施形態は別のユーザ機器をさらに提供し、ユーザ
機器は、
　入力装置1901と、出力装置1902と、メモリ1903と、プロセッサ1904とを含んでよい（ユ
ーザ機器には1つ以上のプロセッサがあってよいが、図19では一例として1つのプロセッサ
が使われている）。本発明のいくつかの実施形態で入力装置1901と出力装置1902とメモリ
1903とプロセッサ1904はバスを使って接続されてよく、あるいは別の様態で接続されてよ
い。図19ではバスを使って実装される接続が一例として使われている。
【０５９５】
　入力装置1901は、
　基地局によって送信された制御メッセージを受信するよう構成され、制御メッセージは
ユーザ機器と基地局との間で伝送されるデータに対応するRTT長を判断するために使われ
る。
【０５９６】
　プロセッサ1904は制御メッセージに従ってユーザ機器と基地局との間で伝送されるデー
タに対応するTTI長を判断するよう構成される。
【０５９７】
　出力装置1902はTTI長に従って基地局とのデータ伝送を遂行するよう構成される。
【０５９８】
　具体的に述べると、RTT長が制御メッセージによって直接指示されるシナリオにおいて
、
　入力装置1901は、
　基地局によって送信された第1の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第1
の制御メッセージはデータ伝送のための対応するTTI長を指示するために使われ、
　プロセッサ1904は、
　第1の制御メッセージに従ってデータ伝送のための対応するTTI長を判断するよう具体的
に構成される。
【０５９９】
　具体的に述べると、RTT長がRTT識別子によって指示されるシナリオにおいて、
　入力装置1901は、
　基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第2
の制御メッセージは伝送時間間隔TTI識別子に対応するTTI長を通知するために使われ、尚
且つ入力装置1901は、
　基地局によって送信された第3の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第3
の制御メッセージはTTI識別子を含むダウンリンク制御情報であり、TTI識別子はデータ伝
送のための対応するTTI長を指示するために使われ、
　プロセッサ1904は、
　TTI識別子に従ってデータ伝送のための対応するTTI長を判断するよう具体的に構成され
る。
【０６００】
　具体的に述べると、RTT長がRNTIスクランブル様態によって指示されるシナリオにおい
て、
　入力装置1901は、
　上位層シグナリングを用いて基地局によって送信された第2の制御メッセージを受信す
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るよう具体的に構成され、第4の制御メッセージはRNTIスクランブル様態に対応するTTI長
を通知するために使われ、尚且つ入力装置1901は、
　物理層シグナリングを用いて基地局によって送信された第5の制御メッセージを受信す
るよう具体的に構成され、第5の制御メッセージのRNTIスクランブル様態はTTI長に対応し
、
　プロセッサ1904は、
　第5の制御メッセージに対しRNTIデスクランブルを遂行し、尚且つ第4の制御メッセージ
に対しRNTIデスクランブルを遂行する様態に従ってデータ伝送のための対応するTTI長を
判断するよう具体的に構成される。
【０６０１】
　具体的に述べると、RTT長が制御チャネルによって指示されるシナリオにおいて、
　入力装置1901は、
　基地局によって送信された第6の制御メッセージを受信するよう具体的に構成され、第6
の制御メッセージは制御チャネルのタイプに対応するTTI長を通知するために使われ、尚
且つ入力装置1901は、
　制御チャネルを用いて基地局によって送信された第7の制御メッセージを受信するよう
具体的に構成され、制御チャネルには少なくとも2つのタイプがあり、制御チャネルの様
々なタイプは様々なTTI長に対応し、
　プロセッサ1904は、
　第7の制御メッセージを受信する制御チャネルのタイプに従ってデータ伝送のための対
応するTTI長を判断するよう具体的に構成される。
【０６０２】
　具体的に述べると、制御メッセージは上位層シグナリングか物理層シグナリングを用い
て基地局によって送信される。
【０６０３】
　具体的に述べると、制御メッセージはRTT長に個別に対応する伝送されるべきデータの
タイプを使用することを指図するためにさらに使われる。
【０６０４】
　具体的に述べると、入力装置1901は、
　ユーザ機器により、基地局によって送信されたTTI設定パラメータを受信するよう具体
的に構成され、TTI設定パラメータは、DCIスクランブル様態、TTI長タイプの指示情報、T
TIに対応する測定用参照信号SRS設定パラメータ、TTIを使用するためのDM－RS設定情報、
TTIを使用するためのSR設定情報、TTIを使用するためのフィードバックリソース設定情報
、TTIを使用するためのフィードバックルール設定情報、TTIを使用するためのPDCCHリソ
ース位置情報、TTIを使用するためのトランスポートブロックサイズTBS表設定情報、TTI
を使用するためのリソーススケジューリング粒度情報、またはTTIを使用するためのEPDCC
Hリソース位置情報のいずれか1つ、または少なくとも2つの組み合わせを含む。
【０６０５】
　具体的に述べると、プロセッサ1904は、
　TTI長に従ってデータの送受ルールを判断するようさらに構成され、様々なTTI長は様々
な送受ルールに対応し、送受ルールは送信または受信時のサービスデータおよびフィード
バック情報に対応するリソースとデータ伝送時間系列関係とを含み、尚且つプロセッサ19
04は、
　フィードバック情報を伝送するためのフィードバックリソースを判断するようさらに構
成され、様々なTTI長に対応するフィードバック情報は様々なフィードバックリソースを
使用し、フィードバックリソースはフィードバックリソースに対応する各TTI長に存在し
、フィードバックリソースはPHICHチャネルリソースと、データを伝送するためのPRB番号
と、データを伝送するためのフレーム番号またはサブフレーム番号とを含み、尚且つプロ
セッサ1904は、
　判断されたTTI長に対応するフィードバックリソースを使って基地局へチャネル品質指
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標CQIをフィードバックするようさらに構成され、それぞれのTTIでCQIに対し個別の符号
化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれるTTIでCQIに対し合同の符号化
が遂行され、あるいはプロセッサ1904は、判断されたTTI長に対応するフィードバックリ
ソースを使ってダウンリンクデータのアップリンクフィードバック情報を基地局へ送信す
るようさらに構成され、それぞれのTTIでアップリンクフィードバック情報に対し個別の
符号化が遂行され、あるいはそれぞれのサブフレームに含まれるTTIでアップリンクフィ
ードバック情報に対し合同の符号化が遂行される。
【０６０６】
　前述したユーザ機器の具体的な作業工程については方法の実施形態を参照されたい。こ
こでは詳細を繰り返し説明しない。
【０６０７】
　本願で提供されるいくつかの実施形態で開示されている装置や方法が別の様態で実装さ
れてよいことを理解されたい。例えば、説明されている装置の実施形態は一例に過ぎない
。例えば、ユニットの分割は論理的な機能分割に過ぎず、実際の実装では別の分割であっ
てもよい。例えば、複数のユニットやコンポーネントが組み合わされて別のシステムにま
とめられてもよく、一部の機能は無視されてもよく、遂行されなくてもよい。加えて、表
示もしくは論述されている相互結合や直接結合や通信接続は何らかのインターフェースを
用いて実装されてよい。装置またはユニット間の間接結合や通信接続は電子的形態や機械
的形態やその他の形態で実装されてよい。
【０６０８】
　単独部分として説明されているユニットは物理的に単独であってもなくてもよく、ユニ
ットとして表示されている部分は物理的なユニットであってもなくてもよく、1ヶ所に置
かれてもよく、複数のネットワークユニットに分散されてもよい。実施形態の解決手段の
目的を達成するため、ユニットの一部または全部が実際のニーズに応じて選ばれてよい。
【０６０９】
　加えて、本発明の実施形態の機能ユニットは1つの処理ユニットに統合されてよく、そ
れぞれのユニットが物理的に単独で存在してもよく、2つ以上のユニットは1つのユニット
に統合される。統合されたユニットはハードウェアの形で実装されてよく、あるいはソフ
トウェア機能ユニットの形で実装されてもよい。
【０６１０】
　統合されたユニットがソフトウェア機能ユニットの形で実装され、独立した製品として
販売もしくは使用される場合、統合されたユニットはコンピュータ可読記憶媒体に記憶さ
れてよい。このような理解に基づき、本発明の技術的解決手段は、あるいは先行技術に寄
与する部分は、あるいは技術的解決手段の全部または一部は、ソフトウェア製品の形で実
装されてよい。ソフトウェア製品は記憶媒体に記憶され、本発明の実施形態で説明した方
法のステップの全部または一部を遂行することをコンピュータ装置（パーソナルコンピュ
ータ、サーバー、またはネットワーク装置であってよい）に命令する命令を含む。前述し
た記憶媒体は、USBフラッシュドライブ、リムーバブルハードディスク、読み取り専用メ
モリ（ROM、Read－Only Memory）、ランダムアクセスメモリ（RAM、Random Access Memor
y）、磁気ディスク、光ディスク等、プログラムコードを記憶できる何らかの媒体を含む
。
【０６１１】
　上記の説明は本発明の特定の実装様態に過ぎず、本発明の保護範囲を限定するものでは
ない。本発明で開示された技術的範囲内で当業者によって容易く考え出されるバリエーシ
ョンや差し替えは本発明の保護範囲内にある。本発明の保護範囲は請求項の保護範囲に準
ずる。
【符号の説明】
【０６１２】
　　1601　受信ユニット
　　1602　判断ユニット
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　　1603　伝送ユニット
　　1604　リソース判断ユニット
　　1701　メッセージ受信ユニット
　　1702　長さ判断ユニット
　　1703　データ伝送ユニット
　　1704　ルール判断ユニット
　　1705　バッファ空化ユニット
　　1706　フィードバックリソース判断ユニット
　　1707　第1の符号化ユニット
　　1708　第2の符号化ユニット
　　1801　ブロードキャスト受信ユニット
　　1802　アクセスユニット
　　1901　入力装置
　　1902　出力装置
　　1903　メモリ
　　1904　プロセッサ

【図１】

【図２】

【図３】
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